
                            

＜㹉訪問看護ステーション＞ 

 
訪問看護経験がない中での、事業運営のᅾり方について 

 
１） １回目訪問 
日時：2017 年 9 月 10:30～12:30 
参加者：2 名（所長 スタッフ 1 名） 

（１） 相談内容 
① 訪問看護౫㢗が少ない。᪂つ౫㢗は௓護保㝤㐺応の �� 分未‶の訪問看護౫㢗がṤどである 

② ྠ一法人の回᚟ᮇ病Ჷからの訪問看護౫㢗がない、連携方法がわからない 

③ 訪問看護の運営について（ไ度やルールがよくわからない。グ㘓用⣬のᵝᘧは㐺ษか㸽レࣉࢭト

の算ᐃ方法について、スタッフの⫱成について➼）  

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① ௓護保㝤対象では、1 時㛫がጇᙜな訪問看護内容を 1 㐌㛫に 1 回 30 分での訪問看護の౫㢗がṤど

である。常に訪問時㛫をᘏ長しているが訪問௳数を増やすためそれは௙方がないと思っている。 
② ྠ一法人病院から㏥院するᝈ者の訪問看護౫㢗がṤどない。利用者の⋓ᚓ方法がわからない。 
③ 管理者は訪問看護の経験がない中、訪問看護ステーション開設時に管理者となり、管理者の役๭

や訪問看護ステーションの運営についてどうしていいかᅔᝨしている。 
（３）相談への対応とその理由 

① 管理者は利用者⋓ᚓにあせっており、常に訪問時㛫をᘏ長しているが訪問௳数を増やすために、

ケアࣕࢪࢿ࣐ーがィ⏬した��分訪問という時㛫に応じている状ἣが感じられたので�時㛫の訪問

看護のጇᙜ性をケアࣕࢪࢿ࣐ーやᮏ人・家族にఏえる必要性を事౛をあげて説明した。ᙜ面の方

法として、ケアࣕࢪࢿ࣐ーを訪問看護にྠ行してもらい、看護ィ⏬の᰿ᣐを説明しながら看護実

㊶を見てもらう事で理ゎをᚓることをఏえた。理由は、必要な時㛫を確保し、㉁の高い看護をᥦ

౪することが利用者や家族の 42/ を高め、それが⫋員のモチ࣋ーションを高めるきっかけになる

ことを㌟をもって感じて࡯しい。その体験が、長ᮇに安ᐃした事業をᒎ開していくためにはఱが

必要かを考えるきっかけになると思ったからである。 

② 利用者確保は病院に勤務していた時のようにᚅつのではなく、訪問看護のᗈ報活動を積極的に行

うことが必要。まず⤂௓ඛの୺἞་・看護ᖌ・ケアࣕࢪࢿ࣐ーへ、訪問時の利用者の近ἣ報࿌を

᪩ᮇに行い、連携がとりやすいステーションであることを༳象࡙ける事でḟの⤂௓に⧅がりうる

事をఏえた。また訪問看護の実㝿について法人病院の⫋員を集めて事౛報࿌఍をもつなど、訪問

看護ステーションのᏑᅾを▱らせる事が必要である事➼をఏえた。 

理由は、他⫋✀との連携方法や訪問看護の必要性をఏえる事の㔜要性を感じてもらうためである。 

③ 所長は訪問看護経験および管理者経験が � か月と▷く相談する上ྖもいないため、ఱをどうした

らいいかᅔᝨしているᵝ子であった。管理者が、これでいいのだろうか㸽と不安をッえていた訪

問看護指♧書・訪問看護ィ⏬書・訪問看護報࿌書・日ࠎの看護グ㘓について、࢝ルテを見ながら

確認し不㊊のところを⿵㊊ຓ言した。ไ度・レࣉࢭトのグධについてはᙜ面必要な事について説

明をした。また、ไ度における加算㡯目については訪問看護ᡭᘬき書、訪問看護関ಀデ⒪報㓘࢞

                            

訪問看護実務相談、ࢻ࢖ 4㸤$などを参考にすることなどをఏえた。 

┴内で �か月ࡈとに開ദされている病院と地域関ಀ⫋✀の事౛検討఍への参加をすすめた。 

今年、�月後半から �� 月までのᮇ㛫に┴内の看護◊ಟࢭンターで「訪問看護管理者◊ಟ」をシࣜ

ーࢬで開ദするので、それを受ㅮすることを່めた。 

理由は、管理者は訪問看護の経験がない中、訪問看護ステーション開設時から訪問看護ステーシ

ョンの運営・管理を௵されᅔᝨしていたので、管理者の不安を⦆࿴するため、ඃඛ㡰఩として利

用者やその関ಀ者に必要な書類関ಀを管理者と一⥴にチ࢙ッࢡし、できている事、不備な所のᡭ

┤しをఏえた。また、事౛検討఍参加で、他の事業所との஺流が深まり、利用者確保や看護レ࣋

ルアッࣉの参考になるだろうと考えからである。 

管理者◊ಟを受けることで、ステーションの管理者の役๭や管理・運営全⯡の▱識がᚓられるこ

とから、自分のステーションの課題が明確にできるであろうと考えた。 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

「これまで利用者が少なく、ྠ法人病院はどうして訪問看護に⤂௓しないんだろうと思っていたが、

ᗈ報（営業）活動が不㊊していることがわかった。看護の㉁のᢸ保が今後の利用者⋓ᚓに必要であり、

自分たちが看護をᥦ౪する上で、どのような᰿ᣐのもとに、どのくらいの時㛫が必要であるという事

を他の⫋✀にఏえられるຊが必要だと思ったとヰされていた。事౛検討఍の開ദはわからなかったの

で、今後は参加したい。管理者◊ಟも受ㅮしたいと前ྥきの意見が聞かれた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり：相談者よりୗグの報࿌があった。 

 事౛検討఍に参加して、訪問看護の㓬㓮࿡やᅔ㞴さを▱る事ができた。今後の参考にしたい 

 自分たちの看護をケアࣕࢪࢿ࣐ーに説明していく中で利用者の౫㢗が �～�人きている 

 管理者◊ಟの受ㅮで、訪問看護の概要・ไ度・人ᮦ⫱成などከくの▱識をᚓる事ができた 

  

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 �� 時～�� 時 �� 分 

 参加者：１名（管理者） 

（１）１回目訪問看護の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問時の課題であった利用者の確保については、ྠ一法人の病Ჷから㏥院する㉳立性ప⾑

ᅽのため㞳ᗋᅔ㞴な⑕౛を㏥院前から関わり、訪問看護を利用して �か月後にᅾ宅でのᵝ子を病Ჷの

看護ᖌに見てもらうためྠ行訪問した。その結果、病Ჷの看護ᖌが回᚟はᅔ㞴だと思っていたᗙ఩、

㌴いす⛣動ができている状ἣを目のᙜたりにし感ᚰしていた。その後、訪問౫㢗が増えているとの事

である。またケアࣕࢪࢿ࣐ー➼に、看護をᥦ౪する上でどのような᰿ᣐのもとに、どのくらいの時㛫

が必要であるという事をఏえられるように自分㐩が実᪋している看護の᰿ᣐをグ㘓してఏえるよう

にした結果連携がうまくとれるようになり利用者⤂௓が増えているとの事であった。 

（２）２回目のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

訪問看護経験が浅い事業所（特に管理者）が、相談できる体ไの必要性をᙉく感じた。ไ度の事、

関ಀᶵ関との連携・༠働、事業運営に関する必要書類などもᢕᥱできないまま、すࡄ経営状ἣの評価

をồめられ、利用者確保にᅔᝨしているᵝ子がうかがえた。相談のやり取りの中で看護専門⫋として

の看護の㉁のᢸ保が利用者⋓ᚓに必要で、看護をᥦ౪する上で、どのような᰿ᣐのもとに、どのくら
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＜㹉訪問看護ステーション＞ 

 
訪問看護経験がない中での、事業運営のᅾり方について 

 
１） １回目訪問 

日時：2017 年 9 月 10:30～12:30 
参加者：2 名（所長 スタッフ 1 名） 

（１） 相談内容 
① 訪問看護౫㢗が少ない。᪂つ౫㢗は௓護保㝤㐺応の �� 分未‶の訪問看護౫㢗がṤどである 

② ྠ一法人の回᚟ᮇ病Ჷからの訪問看護౫㢗がない、連携方法がわからない 

③ 訪問看護の運営について（ไ度やルールがよくわからない。グ㘓用⣬のᵝᘧは㐺ษか㸽レࣉࢭト

の算ᐃ方法について、スタッフの⫱成について➼）  

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① ௓護保㝤対象では、1 時㛫がጇᙜな訪問看護内容を 1 㐌㛫に 1 回 30 分での訪問看護の౫㢗がṤど

である。常に訪問時㛫をᘏ長しているが訪問௳数を増やすためそれは௙方がないと思っている。 
② ྠ一法人病院から㏥院するᝈ者の訪問看護౫㢗がṤどない。利用者の⋓ᚓ方法がわからない。 
③ 管理者は訪問看護の経験がない中、訪問看護ステーション開設時に管理者となり、管理者の役๭

や訪問看護ステーションの運営についてどうしていいかᅔᝨしている。 
（３）相談への対応とその理由 

① 管理者は利用者⋓ᚓにあせっており、常に訪問時㛫をᘏ長しているが訪問௳数を増やすために、

ケアࣕࢪࢿ࣐ーがィ⏬した��分訪問という時㛫に応じている状ἣが感じられたので�時㛫の訪問

看護のጇᙜ性をケアࣕࢪࢿ࣐ーやᮏ人・家族にఏえる必要性を事౛をあげて説明した。ᙜ面の方

法として、ケアࣕࢪࢿ࣐ーを訪問看護にྠ行してもらい、看護ィ⏬の᰿ᣐを説明しながら看護実

㊶を見てもらう事で理ゎをᚓることをఏえた。理由は、必要な時㛫を確保し、㉁の高い看護をᥦ

౪することが利用者や家族の 42/ を高め、それが⫋員のモチ࣋ーションを高めるきっかけになる

ことを㌟をもって感じて࡯しい。その体験が、長ᮇに安ᐃした事業をᒎ開していくためにはఱが

必要かを考えるきっかけになると思ったからである。 

② 利用者確保は病院に勤務していた時のようにᚅつのではなく、訪問看護のᗈ報活動を積極的に行

うことが必要。まず⤂௓ඛの୺἞་・看護ᖌ・ケアࣕࢪࢿ࣐ーへ、訪問時の利用者の近ἣ報࿌を

᪩ᮇに行い、連携がとりやすいステーションであることを༳象࡙ける事でḟの⤂௓に⧅がりうる

事をఏえた。また訪問看護の実㝿について法人病院の⫋員を集めて事౛報࿌఍をもつなど、訪問

看護ステーションのᏑᅾを▱らせる事が必要である事➼をఏえた。 

理由は、他⫋✀との連携方法や訪問看護の必要性をఏえる事の㔜要性を感じてもらうためである。 

③ 所長は訪問看護経験および管理者経験が � か月と▷く相談する上ྖもいないため、ఱをどうした

らいいかᅔᝨしているᵝ子であった。管理者が、これでいいのだろうか㸽と不安をッえていた訪

問看護指♧書・訪問看護ィ⏬書・訪問看護報࿌書・日ࠎの看護グ㘓について、࢝ルテを見ながら

確認し不㊊のところを⿵㊊ຓ言した。ไ度・レࣉࢭトのグධについてはᙜ面必要な事について説

明をした。また、ไ度における加算㡯目については訪問看護ᡭᘬき書、訪問看護関ಀデ⒪報㓘࢞

                            

訪問看護実務相談、ࢻ࢖ 4㸤$などを参考にすることなどをఏえた。 

┴内で �か月ࡈとに開ദされている病院と地域関ಀ⫋✀の事౛検討఍への参加をすすめた。 

今年、�月後半から �� 月までのᮇ㛫に┴内の看護◊ಟࢭンターで「訪問看護管理者◊ಟ」をシࣜ

ーࢬで開ദするので、それを受ㅮすることを່めた。 

理由は、管理者は訪問看護の経験がない中、訪問看護ステーション開設時から訪問看護ステーシ

ョンの運営・管理を௵されᅔᝨしていたので、管理者の不安を⦆࿴するため、ඃඛ㡰఩として利

用者やその関ಀ者に必要な書類関ಀを管理者と一⥴にチ࢙ッࢡし、できている事、不備な所のᡭ

┤しをఏえた。また、事౛検討఍参加で、他の事業所との஺流が深まり、利用者確保や看護レ࣋

ルアッࣉの参考になるだろうと考えからである。 

管理者◊ಟを受けることで、ステーションの管理者の役๭や管理・運営全⯡の▱識がᚓられるこ

とから、自分のステーションの課題が明確にできるであろうと考えた。 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

「これまで利用者が少なく、ྠ法人病院はどうして訪問看護に⤂௓しないんだろうと思っていたが、

ᗈ報（営業）活動が不㊊していることがわかった。看護の㉁のᢸ保が今後の利用者⋓ᚓに必要であり、

自分たちが看護をᥦ౪する上で、どのような᰿ᣐのもとに、どのくらいの時㛫が必要であるという事

を他の⫋✀にఏえられるຊが必要だと思ったとヰされていた。事౛検討఍の開ദはわからなかったの

で、今後は参加したい。管理者◊ಟも受ㅮしたいと前ྥきの意見が聞かれた。 
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２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 �� 時～�� 時 �� 分 

 参加者：１名（管理者） 

（１）１回目訪問看護の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問時の課題であった利用者の確保については、ྠ一法人の病Ჷから㏥院する㉳立性ప⾑

ᅽのため㞳ᗋᅔ㞴な⑕౛を㏥院前から関わり、訪問看護を利用して �か月後にᅾ宅でのᵝ子を病Ჷの

看護ᖌに見てもらうためྠ行訪問した。その結果、病Ჷの看護ᖌが回᚟はᅔ㞴だと思っていたᗙ఩、

㌴いす⛣動ができている状ἣを目のᙜたりにし感ᚰしていた。その後、訪問౫㢗が増えているとの事

である。またケアࣕࢪࢿ࣐ー➼に、看護をᥦ౪する上でどのような᰿ᣐのもとに、どのくらいの時㛫

が必要であるという事をఏえられるように自分㐩が実᪋している看護の᰿ᣐをグ㘓してఏえるよう

にした結果連携がうまくとれるようになり利用者⤂௓が増えているとの事であった。 

（２）２回目のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

訪問看護経験が浅い事業所（特に管理者）が、相談できる体ไの必要性をᙉく感じた。ไ度の事、

関ಀᶵ関との連携・༠働、事業運営に関する必要書類などもᢕᥱできないまま、すࡄ経営状ἣの評価

をồめられ、利用者確保にᅔᝨしているᵝ子がうかがえた。相談のやり取りの中で看護専門⫋として

の看護の㉁のᢸ保が利用者⋓ᚓに必要で、看護をᥦ౪する上で、どのような᰿ᣐのもとに、どのくら
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いの時㛫が必要であるという事を他の⫋✀にఏえられるຊが必要だという事にẼ࡙き、それを実㊶し

て少しずつ成果を上げている事を評価した。 

  

                            

＜㹊訪問看護ステーション＞ 

 

安ᐃした事業運営と人ᮦ⫱成について 
 

１） １回目訪問 
日時：2017 年 9 月 14：00～16：00 
参加者：１名（管理者） 

（２） 相談内容 
① 訪問௳数が少なく経営が不安ᐃである。管理・運営についての相談 

② 地域がら㐲方の訪問を行っているが、効果的な訪問方法はないか 

③ スタッフの⫱成（ಶࠎのスタッフのຊ㔞に、かなりのࡤらつきがある。それࡒれのᚓ意なところ

をఙࡤしながら、スタッフ全員が成長できるᩍ⫱ࢢࣟࣉラ࣒の作成についての相談） 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 訪問౫㢗・訪問௳数が少ない。経営の安ᐃを図るためにᗈ報活動➼をしているが訪問౫㢗はそれ

ど増えてはいない。௓護保㝤での訪問時㛫はṤどのケースが࡯ 30 分未‶である。 
② 小児訪問看護を実᪋できる看護ᖌが 2 人しかおらず、スケࢪュール作成のᅔ㞴さや小児訪問看護

を受け持っている看護ᖌの㈇ᢸ、⫋員ಶࠎの訪問௳数のアンࣂランスが⏕じている現状をどのよ

うにㄪ整すれࡤいいのかᶍ⣴している状ἣにある。他、スタッフ⫱成や訪問看護管理にᅔᝨして

いるとの事。 
小児の㐲方への訪問が 1~2 ௳あり一௳の訪問で半日以上の時㛫を㈝やしているので、訪問௳数を

増やして経営状ἣをᨵၿしたいとの思いもあるが、訪問௳数がከくなったሙྜ対応できなくなる

のではないかとの不安もᢪえている。 
（３）相談への対応とその理由 

① ௓護保㝤 30 分の訪問౫㢗がከく看護の㉁のᢸ保がᅔ㞴であれࡤ、看護をᥦ౪する上での᰿ᣐと必

要な時㛫をከ⫋✀にఏえ理ゎをᚓることも必要であることをఏえた。安ᐃした経営のためには、

訪問௳数を増やすことも኱事であるが、必要な訪問時㛫のㄪ整を図ることで༢価を上げる事がで

き、⫋員のモチ࣋ーションのྥ上にもつながる事を理ゎしてもらった。 

② 看護⫋員 6 人のうち小児訪問看護を実᪋できる看護ᖌが 2 人と少ないので、全⫋員が実᪋できる

ように、利用者が少ない今こそྠ行訪問をᙉ化してᩍ⫱していくことが必要である。NICU に勤

務経験のある A 看護ᖌに小児訪問看護のྠ行指導・評価を௵せることで、A 看護ᖌのᚓ意分㔝を

ఙࡤす事にもつながる。効⋡よく訪問するために訪問日をྠ一᭙日にㄪ整する。また訪問ඛの地

域に近い訪問看護ステーションの⫋員には、小児訪問看護の実㊶◊ಟを受けた看護ᖌがいるので、

そのステーションと連携をとり 2 か所の訪問看護ステーションで訪問看護をᥦ౪することも効⋡

性や㈇ᢸを㍍ῶができる方法である事をఏえた。理由は、看護ᖌそれࡒれが持つᚓ意分㔝を発᥹

するᶵ఍を୚えることで看護のレ࣋ルアッࣉが図れ、チー࣒࣡ーࢡがⰋくなることをᮇᚅできる

からである。他のステーションとも༠ຊしྜいながら地域にあった訪問看護体ไをᵓ⠏していく

必要性を感じるᶵ఍となり、今後に⧅がると考えた。 
③ 利用者確保については連携している་⒪ᶵ関がࣜࢡニッࢡ � か所と少ない状ἣにある。まず地域
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いの時㛫が必要であるという事を他の⫋✀にఏえられるຊが必要だという事にẼ࡙き、それを実㊶し

て少しずつ成果を上げている事を評価した。 

  

                            

＜㹊訪問看護ステーション＞ 

 

安ᐃした事業運営と人ᮦ⫱成について 
 

１） １回目訪問 
日時：2017 年 9 月 14：00～16：00 
参加者：１名（管理者） 

（２） 相談内容 
① 訪問௳数が少なく経営が不安ᐃである。管理・運営についての相談 

② 地域がら㐲方の訪問を行っているが、効果的な訪問方法はないか 

③ スタッフの⫱成（ಶࠎのスタッフのຊ㔞に、かなりのࡤらつきがある。それࡒれのᚓ意なところ

をఙࡤしながら、スタッフ全員が成長できるᩍ⫱ࢢࣟࣉラ࣒の作成についての相談） 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 訪問౫㢗・訪問௳数が少ない。経営の安ᐃを図るためにᗈ報活動➼をしているが訪問౫㢗はそれ

ど増えてはいない。௓護保㝤での訪問時㛫はṤどのケースが࡯ 30 分未‶である。 
② 小児訪問看護を実᪋できる看護ᖌが 2 人しかおらず、スケࢪュール作成のᅔ㞴さや小児訪問看護

を受け持っている看護ᖌの㈇ᢸ、⫋員ಶࠎの訪問௳数のアンࣂランスが⏕じている現状をどのよ

うにㄪ整すれࡤいいのかᶍ⣴している状ἣにある。他、スタッフ⫱成や訪問看護管理にᅔᝨして

いるとの事。 
小児の㐲方への訪問が 1~2 ௳あり一௳の訪問で半日以上の時㛫を㈝やしているので、訪問௳数を

増やして経営状ἣをᨵၿしたいとの思いもあるが、訪問௳数がከくなったሙྜ対応できなくなる

のではないかとの不安もᢪえている。 
（３）相談への対応とその理由 

① ௓護保㝤 30 分の訪問౫㢗がከく看護の㉁のᢸ保がᅔ㞴であれࡤ、看護をᥦ౪する上での᰿ᣐと必

要な時㛫をከ⫋✀にఏえ理ゎをᚓることも必要であることをఏえた。安ᐃした経営のためには、

訪問௳数を増やすことも኱事であるが、必要な訪問時㛫のㄪ整を図ることで༢価を上げる事がで

き、⫋員のモチ࣋ーションのྥ上にもつながる事を理ゎしてもらった。 

② 看護⫋員 6 人のうち小児訪問看護を実᪋できる看護ᖌが 2 人と少ないので、全⫋員が実᪋できる

ように、利用者が少ない今こそྠ行訪問をᙉ化してᩍ⫱していくことが必要である。NICU に勤

務経験のある A 看護ᖌに小児訪問看護のྠ行指導・評価を௵せることで、A 看護ᖌのᚓ意分㔝を

ఙࡤす事にもつながる。効⋡よく訪問するために訪問日をྠ一᭙日にㄪ整する。また訪問ඛの地

域に近い訪問看護ステーションの⫋員には、小児訪問看護の実㊶◊ಟを受けた看護ᖌがいるので、

そのステーションと連携をとり 2 か所の訪問看護ステーションで訪問看護をᥦ౪することも効⋡

性や㈇ᢸを㍍ῶができる方法である事をఏえた。理由は、看護ᖌそれࡒれが持つᚓ意分㔝を発᥹

するᶵ఍を୚えることで看護のレ࣋ルアッࣉが図れ、チー࣒࣡ーࢡがⰋくなることをᮇᚅできる

からである。他のステーションとも༠ຊしྜいながら地域にあった訪問看護体ไをᵓ⠏していく

必要性を感じるᶵ఍となり、今後に⧅がると考えた。 
③ 利用者確保については連携している་⒪ᶵ関がࣜࢡニッࢡ � か所と少ない状ἣにある。まず地域
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の┴立病院との連携が必要で、┴立病院のケース࣡ー࢝ーに訪問看護のᏑᅾを▱らせ、利用者の

⤂௓をしてもらえるようᗈ報活動をする。⤂௓ඛの୺἞་・看護ᖌ・ケアࣕࢪࢿ࣐ーへ、᪩ᮇに

近ἣ報࿌を行い、連携がとりやすいステーションであることを༳象࡙ける事でḟの⤂௓に⧅がり

うる事をఏえた。┴立病院から㏥院するᝈ者は་⒪౫Ꮡ度の高い利用者がከく、訪問看護の必要

性が高いためである。 
④ 所長は管理者になって � 年経ち、看護の㉁ྥ上を図り、利用者も増やして経営状ἣもⰋくしたい

とດຊされているが、ඛ㍮看護ᖌに管理者としての指᥹࿨௧ができない、管理者の௙事内容がよ

くわからない➼管理者としての自信がもてないようであった。そのため、今年、� 月後半から ��

月までのᮇ㛫に┴内の看護◊ಟࢭンターで「訪問看護管理者◊ಟ」をシࣜーࢬで開ദするので受

ㅮするよう່めた。管理者になり � 年たつが管理者◊ಟを受けていない。今回、管理者◊ಟを受

けることで、管理者としての役๭や管理・運営全⯡の▱識がᚓられることから、ステーションの

運営管理に自信を持って⮫めることをᮇᚅしたためである。 
（４）相談者の反応（結果および成果） 

これまで地域のケアࣕࢪࢿ࣐ーやࣜࢡニッࢡ➼へのᗈ報活動は行っているが利用者確保には⧅が

っていない状ἣがあった。今回、営業活動の方法に課題があることがわかった。「パンフレットを㓄

って㢦ྜわせも必要であるが、利用者のもつ課題のゎỴにྥけて、自分㐩がどのような᰿ᣐをもって

看護をᥦ౪し、それにはどのくらいの時㛫が必要であるという事を他の⫋✀に♧していく事が኱事だ

と思った。ࡦࡐそれを実㊶してみたい。管理者◊ಟも受ㅮしたい。」と前ྥきの意見が聞かれた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

��㸭�� 相談者よりୗグの報࿌があった。 

管理者◊ಟを受ㅮしたことで、訪問看護の概要・ไ度・人ᮦ⫱成など・・ከくの▱識をᚓる事がで

きた。また、お஫いのステーションの相஫評価をすることで自分のステーションに不㊊しているもの

や自分自㌟ができていなかったものはఱかを▱る事ができ、今後に活かせそうである。 

 

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：１名（管理者） 

（１）１回目訪問看護の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問時の課題であった「事業収ධを上げる」「スタッフの⫱成」の目ᶆ㐩成のためୗグの対

策を実᪋し成果を出していた。 

管理者は、これまでの看護ィ⏬内容にその᰿ᣐをグ㍕することを⫋員にᥦ᱌し実᪋していた。ᢸᙜ

看護ᖌはᩥ⊩検⣴を行ったり、⫋員㛫での㆟ㄽなどがなされ、利用者さんのもつ課題のゎỴにྥけて、

自分㐩がどのような᰿ᣐをもって看護をᥦ౪し、それにはどのくらいの時㛫が必要であるという事を

利用者やケアࣕࢪࢿ࣐ーにᶵ఍あるࡈとにఏえるようにした。 

結果、ጇᙜな訪問時㛫が設ᐃされ効果的な看護のᥦ౪がされ、訪問௳数はኚわらないのに༢価が上

がり収ධが増加している、また、⫋員の看護レ࣋ルアッࣉにもつながっているとの事であった。 

（２）２回目のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

管理者は、事業収ධを上げるためには、訪問௳数を増やさなけれࡤならないとの思いでດຊしてい

                            

る状ἣであった。これまで利用者を増やすための営業活動に加え、自分たちの看護の現状を分析し、

専門⫋として看護実㊶の᰿ᣐを明確にᥦ♧するという看護の᰾ᚰにẼ࡙いたことで、⫋員のモチ࣋ー

ションが高まり、収ධ増加にもつながったことは、管理者として評価す࡭きことである。 
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の┴立病院との連携が必要で、┴立病院のケース࣡ー࢝ーに訪問看護のᏑᅾを▱らせ、利用者の

⤂௓をしてもらえるようᗈ報活動をする。⤂௓ඛの୺἞་・看護ᖌ・ケアࣕࢪࢿ࣐ーへ、᪩ᮇに

近ἣ報࿌を行い、連携がとりやすいステーションであることを༳象࡙ける事でḟの⤂௓に⧅がり

うる事をఏえた。┴立病院から㏥院するᝈ者は་⒪౫Ꮡ度の高い利用者がከく、訪問看護の必要

性が高いためである。 
④ 所長は管理者になって � 年経ち、看護の㉁ྥ上を図り、利用者も増やして経営状ἣもⰋくしたい

とດຊされているが、ඛ㍮看護ᖌに管理者としての指᥹࿨௧ができない、管理者の௙事内容がよ

くわからない➼管理者としての自信がもてないようであった。そのため、今年、� 月後半から ��

月までのᮇ㛫に┴内の看護◊ಟࢭンターで「訪問看護管理者◊ಟ」をシࣜーࢬで開ദするので受

ㅮするよう່めた。管理者になり � 年たつが管理者◊ಟを受けていない。今回、管理者◊ಟを受

けることで、管理者としての役๭や管理・運営全⯡の▱識がᚓられることから、ステーションの

運営管理に自信を持って⮫めることをᮇᚅしたためである。 
（４）相談者の反応（結果および成果） 

これまで地域のケアࣕࢪࢿ࣐ーやࣜࢡニッࢡ➼へのᗈ報活動は行っているが利用者確保には⧅が

っていない状ἣがあった。今回、営業活動の方法に課題があることがわかった。「パンフレットを㓄

って㢦ྜわせも必要であるが、利用者のもつ課題のゎỴにྥけて、自分㐩がどのような᰿ᣐをもって

看護をᥦ౪し、それにはどのくらいの時㛫が必要であるという事を他の⫋✀に♧していく事が኱事だ

と思った。ࡦࡐそれを実㊶してみたい。管理者◊ಟも受ㅮしたい。」と前ྥきの意見が聞かれた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

��㸭�� 相談者よりୗグの報࿌があった。 

管理者◊ಟを受ㅮしたことで、訪問看護の概要・ไ度・人ᮦ⫱成など・・ከくの▱識をᚓる事がで

きた。また、お஫いのステーションの相஫評価をすることで自分のステーションに不㊊しているもの

や自分自㌟ができていなかったものはఱかを▱る事ができ、今後に活かせそうである。 

 

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：１名（管理者） 

（１）１回目訪問看護の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問時の課題であった「事業収ධを上げる」「スタッフの⫱成」の目ᶆ㐩成のためୗグの対

策を実᪋し成果を出していた。 

管理者は、これまでの看護ィ⏬内容にその᰿ᣐをグ㍕することを⫋員にᥦ᱌し実᪋していた。ᢸᙜ

看護ᖌはᩥ⊩検⣴を行ったり、⫋員㛫での㆟ㄽなどがなされ、利用者さんのもつ課題のゎỴにྥけて、

自分㐩がどのような᰿ᣐをもって看護をᥦ౪し、それにはどのくらいの時㛫が必要であるという事を

利用者やケアࣕࢪࢿ࣐ーにᶵ఍あるࡈとにఏえるようにした。 

結果、ጇᙜな訪問時㛫が設ᐃされ効果的な看護のᥦ౪がされ、訪問௳数はኚわらないのに༢価が上

がり収ධが増加している、また、⫋員の看護レ࣋ルアッࣉにもつながっているとの事であった。 

（２）２回目のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

管理者は、事業収ධを上げるためには、訪問௳数を増やさなけれࡤならないとの思いでດຊしてい

                            

る状ἣであった。これまで利用者を増やすための営業活動に加え、自分たちの看護の現状を分析し、

専門⫋として看護実㊶の᰿ᣐを明確にᥦ♧するという看護の᰾ᚰにẼ࡙いたことで、⫋員のモチ࣋ー

ションが高まり、収ධ増加にもつながったことは、管理者として評価す࡭きことである。 
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＜㹋訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

日時： ���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

参加者：管理者 

（１）相談内容 

① 看護小つᶍከᶵ⬟の利用者す࡭てが訪問看護の利用者ではなく、ステーションから看ከᶵに看護

ᖌが行くが対応が㞴しい。௓護スタッフへの指導を་⒪のᇶᮏ的なことをㅮ⩏しているがఱかຓ

言はないか㸽 

② 利用者数が増えてきたらチー࣒ไをどのようにしたらいいのか㸽 

③ 管理業務（訪問ணᐃ⾲・作成）の効⋡的な方法があるか㸽 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

どの㉁問についても管理者が༑分に考え、対応できているように思われた。法人の理ᛕと管理者の

考えとがྠじ方ྥであることや管理者自㌟が኱Ꮫ院で看護管理を専ᨷしていること、以前に཭人と訪

問看護ステーションの立ち上げを行った経験があること➼が現ᅾの訪問看護ステーションの運営や

管理にᙳ㡪しているのであろう。①の相談内容については自㌟ですでに実㊶されており、ຓ言するこ

とはなかった。 

②については、すでに行っておられたが地域ูにするのがよいか、ス࢟ルやスタッフの勤務時㛫な

どによる⦅成がいいかについてヰしྜいを行った。その中で管理者自㌟が方ྥ性を見つけていった。 

③について、業務（特に訪問時㛫や訪問ඛ）をわかりやすくྍど化することをᥦ᱌した。 

管理者自㌟、ステーションの運営・看護༠఍や地域での役๭・法人内での役๭・ㅮ⩏Ჷのᩍ⫱など

日ࠎのከᛁな業務の中で他スタッフへጤㆡできる業務の整理が必要ではないかと感じた。 

（３）アࢨ࢖ࣂࢻーの対応とその理由 

管理者の経験や▱識が㇏ᐩでありまた、ᰂ㌾に思考できることにこちらがᏛびをᚓた。⚾自㌟の経

験をヰすことで、管理者自㌟が自㌟の状ἣに反ᫎできる点を見つけていったように思う。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

現୺௵が管理者◊ಟに行っておりその◊ಟ⤊஢時には役๭のጤㆡを考える時ᮇだと思うとの発言

があり、事業のᑗ来ィ⏬を考えていた。ḟ回訪問時には、ጤㆡ内容や分ᢸ者について明確に検討して

おくとヰしྜった。 

（㸳）今回の対応に関するアࢨ࢖ࣂࢻーの自ᕫ評価 

アࢨ࢖ࣂࢻーとしての役๭は管理者の実㊶を伺い、ඹ感と㏣認することと思った。管理者の看護管

理のど点にはこちらがᏛࡪことがከくあった。 

 

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：��  

 参加者：管理者 

（１）１回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問時にヰをした、看護ከᶵ⬟と訪問看護ステーションとの管理体ไについては、�� 月よ

                            

り᪂体ไとし、ᅾ宅部分（訪問看護、ᒃ宅ᨭ᥼事業所、看護ከᶵ⬟）をᅾ宅ᨭ᥼ࢭンターとし、その

ンター長を訪問看護ステーションの管理者がᢸっていた。᪂体ไとなり、�回目の訪問でຓ言をしࢭ

た௙事のጤㆡについて実㊶をしていた。ステーション内でのチー࣒作りについてチー࣒⦅成をヨみた

が、スタッフより反対のኌが上がり一時中Ṇしていた。�回目の訪問でຓ言をした、ணᐃ⾲のྍど化

を᪂しく行っていた。役๭分ᢸについてもㄪ整中であった。チー࣒⦅成もその一つだったが、訪問ඛ

のሙ所やス࢟ルのᕪによりスタッフより中Ṇの⏦し出があり一時中Ṇ状ែであったが、ຓ言したこと

を実㊶できていたことは相談者からはຓ言の成果だと評価された。 

（２）２回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

� 回の訪問で管理者の管理⬟ຊの高さに㦫かされたが、㉁管理の面においた、ヰを進めていく中で、

ステーションとしてࢼࢪࣜ࢜ルのケアのパッケーࢪ化につながるのではないかと⚾自㌟Ẽが௜いた。

それは、スタッフのⓙさんのス࢟ルの高さとど点（看護としての）明確さ、ఱよりも管理者のࣜーࢲ

ーシッࣉ（ᘬっᙇるຊ）がจ⦰されているステーションなのだろうと感じ、� 回の訪問を⤊஢した。 

課題の中からᙉみをඹに見つけることが出来、アࢨ࢖ࣂࢻーの役๭として኱きな感ゐをつかࡴこと

ができた。そこにこの事業の㓬㓮࿡をアࢨ࢖ࣂࢻー自㌟実感することができたことに感ㅰする。 
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＜㹋訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

日時： ���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

参加者：管理者 

（１）相談内容 

① 看護小つᶍከᶵ⬟の利用者す࡭てが訪問看護の利用者ではなく、ステーションから看ከᶵに看護

ᖌが行くが対応が㞴しい。௓護スタッフへの指導を་⒪のᇶᮏ的なことをㅮ⩏しているがఱかຓ

言はないか㸽 

② 利用者数が増えてきたらチー࣒ไをどのようにしたらいいのか㸽 

③ 管理業務（訪問ணᐃ⾲・作成）の効⋡的な方法があるか㸽 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

どの㉁問についても管理者が༑分に考え、対応できているように思われた。法人の理ᛕと管理者の

考えとがྠじ方ྥであることや管理者自㌟が኱Ꮫ院で看護管理を専ᨷしていること、以前に཭人と訪

問看護ステーションの立ち上げを行った経験があること➼が現ᅾの訪問看護ステーションの運営や

管理にᙳ㡪しているのであろう。①の相談内容については自㌟ですでに実㊶されており、ຓ言するこ

とはなかった。 

②については、すでに行っておられたが地域ูにするのがよいか、ス࢟ルやスタッフの勤務時㛫な

どによる⦅成がいいかについてヰしྜいを行った。その中で管理者自㌟が方ྥ性を見つけていった。 

③について、業務（特に訪問時㛫や訪問ඛ）をわかりやすくྍど化することをᥦ᱌した。 

管理者自㌟、ステーションの運営・看護༠఍や地域での役๭・法人内での役๭・ㅮ⩏Ჷのᩍ⫱など

日ࠎのከᛁな業務の中で他スタッフへጤㆡできる業務の整理が必要ではないかと感じた。 

（３）アࢨ࢖ࣂࢻーの対応とその理由 

管理者の経験や▱識が㇏ᐩでありまた、ᰂ㌾に思考できることにこちらがᏛびをᚓた。⚾自㌟の経

験をヰすことで、管理者自㌟が自㌟の状ἣに反ᫎできる点を見つけていったように思う。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

現୺௵が管理者◊ಟに行っておりその◊ಟ⤊஢時には役๭のጤㆡを考える時ᮇだと思うとの発言

があり、事業のᑗ来ィ⏬を考えていた。ḟ回訪問時には、ጤㆡ内容や分ᢸ者について明確に検討して

おくとヰしྜった。 

（㸳）今回の対応に関するアࢨ࢖ࣂࢻーの自ᕫ評価 

アࢨ࢖ࣂࢻーとしての役๭は管理者の実㊶を伺い、ඹ感と㏣認することと思った。管理者の看護管

理のど点にはこちらがᏛࡪことがከくあった。 

 

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：��  

 参加者：管理者 

（１）１回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問時にヰをした、看護ከᶵ⬟と訪問看護ステーションとの管理体ไについては、�� 月よ

                            

り᪂体ไとし、ᅾ宅部分（訪問看護、ᒃ宅ᨭ᥼事業所、看護ከᶵ⬟）をᅾ宅ᨭ᥼ࢭンターとし、その

ンター長を訪問看護ステーションの管理者がᢸっていた。᪂体ไとなり、�回目の訪問でຓ言をしࢭ

た௙事のጤㆡについて実㊶をしていた。ステーション内でのチー࣒作りについてチー࣒⦅成をヨみた

が、スタッフより反対のኌが上がり一時中Ṇしていた。�回目の訪問でຓ言をした、ணᐃ⾲のྍど化

を᪂しく行っていた。役๭分ᢸについてもㄪ整中であった。チー࣒⦅成もその一つだったが、訪問ඛ

のሙ所やス࢟ルのᕪによりスタッフより中Ṇの⏦し出があり一時中Ṇ状ែであったが、ຓ言したこと

を実㊶できていたことは相談者からはຓ言の成果だと評価された。 

（２）２回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

� 回の訪問で管理者の管理⬟ຊの高さに㦫かされたが、㉁管理の面においた、ヰを進めていく中で、

ステーションとしてࢼࢪࣜ࢜ルのケアのパッケーࢪ化につながるのではないかと⚾自㌟Ẽが௜いた。

それは、スタッフのⓙさんのス࢟ルの高さとど点（看護としての）明確さ、ఱよりも管理者のࣜーࢲ

ーシッࣉ（ᘬっᙇるຊ）がจ⦰されているステーションなのだろうと感じ、� 回の訪問を⤊஢した。 

課題の中からᙉみをඹに見つけることが出来、アࢨ࢖ࣂࢻーの役๭として኱きな感ゐをつかࡴこと

ができた。そこにこの事業の㓬㓮࿡をアࢨ࢖ࣂࢻー自㌟実感することができたことに感ㅰする。 
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＜㹌訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

 日時： ���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：♫長・管理者・事務・スタッフ �名（�� 分⛬度） 

（１）相談内容 

① スタッフ管理：経験್のᕪ・価್ほのඹ᭷方法 

② 運営管理：ไ度に関する㉁問 

③ ㉁管理：他ᶵ関や୺἞་との連携・要ᮃのከい利用者への対応 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

①の経験್のᕪはスタッフ㛫の価್ほのඹ᭷化が図れていくと、2-7 としてᕪがなくなっていくの

ではないかとຓ言した。他ステーションで管理者経験のあるスタッフへの対応にᅔᝨしている状ἣに

あった。管理者の訪問看護に対する価್ほをඹ᭷できるよう、常にヰをする事や事౛を㏻しඹ᭷でき

る⫋ሙ㢼ᅵを作ることなどをຓ言した。②については、ステーションでỴめたこと（運営つ⛬どおり）

にしていくことや現状での連携や加算の算ᐃの௙方で問題ないとఏえた。③について、要ᮃをከく出

してくる利用者に対し、スタッフが⑂ᘢしている現状をどうしたらいいかᅔっている。౛えࡤ、管理

者の訪問以外で、ఱかとⱞ情めいたことをスタッフに言ったり、ᭀ言（⫼がపいからࢲメだ・親のヰ

を出し㠀㞴する・ᡭ⿄は⫙にゐれるࡈとに持参したᡭ⿄஺換の要ồなど）の課題について、ヰをすす

めた。 

（３）アࢨ࢖ࣂࢻーの対応とその理由 

③について、他ステーションで管理者経験のあるスタッフの言動が他スタッフに対しᝏいᙳ㡪を୚

えているᵝ子を聞くことができた。自㌟のステーションの価್ほや理ᛕに対し㐓⬺しているスタッフ

に対しては、ὀ意をしていくことが࢜ーࢼーཬび管理者の役๭ではないかとຓ言をした。 

要ᮃのከい利用者に対する、スタッフのⱞᝎに対して、管理者や࢜ーࢼーඹに利用者とのヰしྜい

もすでに行っていたが、対ฎできていない現状について参加者でヰしྜった。ᭀ言（上グ内容）に対

し、利用者理ゎや利用者の受容と人㛫ྰᐃされたという不ᛌ感やⱞᝎとが対ẚするあまりఱも言えな

い、言ってはいけないとスタッフ自㌟が自ᕫྰᐃに㝗るྍ⬟性について問いかけた。ྍ ⬟性がある事

や訪問したくないというスタッフもいる現状に対し、࢜ーࢼー自㌟がスタッフをᏲることも㔜要な役

๭であるとヰし、利用者とヰしྜいを進めていくことが࢜ーࢼーとしてのᮇᚅされる役๭ではないか

とຓ言を行った。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

参加者でヰしྜうことで管理者は客ほどできたように見えた。㏞いながら管理運営を進めているᵝ

子からຓ言をᚓて自分たちの進め方は㛫㐪っていないと感じたように見えた。 

（㸳）今回の対応に関するアࢨ࢖ࣂࢻーの自ᕫ評価 

参加者全員で言ㄒ化することをᚰ᥃けた。みんなの課題としてඹ㏻理ゎを進めることができたこと

は評価できる。しかし、要ᮃのከい利用者に対するゎỴ策を見出すことができたかは不明である。 

 

  

                            

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者・事務  ྜィ �名 

（１）１回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

要ᮃのከい利用者に対に対してのᨵၿができていな状ἣにあった。࢜ーࢼーが自㌟の役๭として利

用者とのヰしྜいを進めているかは不明である。 

㔞的なᣑ኱をしており、ࢧテラ࢖ト開設を┤近に᥍えていた。利用者の⋓ᚓについては㡰ㄪにでき

ている反面、スタッフの㞳⫋があり管理者はますますከᛁ（実㊶者として）となっていた。㠀常に㈐

௵感がᙉく、一人㡹ᙇっているගᬒをスタッフや࢜ーࢼーがどのᵝにᨭえているかを▱ることができ

なかった。 

（２）２回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

今回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵では、⚾自㌟のス࢟ルのపさもあり、コンࢧルテ࢕に対して༑分な対応が

できたとはいいがたい。しかし、ὴ㐵事業後も、管理者や事務の方から、メールでの問いྜわせがあ

ることは⧅がることができていることは成果として評価できる。 

� 回目訪問時よりも � 回目の訪問時の࡯うが、管理者の⑂ᘢ感がᙉくなっていた。要ᅉとして以ୗ

のことが考えられる。 

 ーの考えや価್ほを༑分にᢕᥱすることができなかったࢼー࢜ラピストࢭ ①

② 管理者の⑂ᘢを � 回目訪問時にアࢭスメントすることができなかった （課題のᮏ㉁を見極める

ຊの不㊊） 

③ 㔞的情報とスタッフのຊ㔞との関ಀを収集できていなかった 
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＜㹌訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

 日時： ���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：♫長・管理者・事務・スタッフ �名（�� 分⛬度） 

（１）相談内容 

① スタッフ管理：経験್のᕪ・価್ほのඹ᭷方法 

② 運営管理：ไ度に関する㉁問 

③ ㉁管理：他ᶵ関や୺἞་との連携・要ᮃのከい利用者への対応 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

①の経験್のᕪはスタッフ㛫の価್ほのඹ᭷化が図れていくと、2-7 としてᕪがなくなっていくの

ではないかとຓ言した。他ステーションで管理者経験のあるスタッフへの対応にᅔᝨしている状ἣに

あった。管理者の訪問看護に対する価್ほをඹ᭷できるよう、常にヰをする事や事౛を㏻しඹ᭷でき

る⫋ሙ㢼ᅵを作ることなどをຓ言した。②については、ステーションでỴめたこと（運営つ⛬どおり）

にしていくことや現状での連携や加算の算ᐃの௙方で問題ないとఏえた。③について、要ᮃをከく出

してくる利用者に対し、スタッフが⑂ᘢしている現状をどうしたらいいかᅔっている。౛えࡤ、管理

者の訪問以外で、ఱかとⱞ情めいたことをスタッフに言ったり、ᭀ言（⫼がపいからࢲメだ・親のヰ

を出し㠀㞴する・ᡭ⿄は⫙にゐれるࡈとに持参したᡭ⿄஺換の要ồなど）の課題について、ヰをすす

めた。 

（３）アࢨ࢖ࣂࢻーの対応とその理由 

③について、他ステーションで管理者経験のあるスタッフの言動が他スタッフに対しᝏいᙳ㡪を୚

えているᵝ子を聞くことができた。自㌟のステーションの価್ほや理ᛕに対し㐓⬺しているスタッフ

に対しては、ὀ意をしていくことが࢜ーࢼーཬび管理者の役๭ではないかとຓ言をした。 

要ᮃのከい利用者に対する、スタッフのⱞᝎに対して、管理者や࢜ーࢼーඹに利用者とのヰしྜい

もすでに行っていたが、対ฎできていない現状について参加者でヰしྜった。ᭀ言（上グ内容）に対

し、利用者理ゎや利用者の受容と人㛫ྰᐃされたという不ᛌ感やⱞᝎとが対ẚするあまりఱも言えな

い、言ってはいけないとスタッフ自㌟が自ᕫྰᐃに㝗るྍ⬟性について問いかけた。ྍ ⬟性がある事

や訪問したくないというスタッフもいる現状に対し、࢜ーࢼー自㌟がスタッフをᏲることも㔜要な役

๭であるとヰし、利用者とヰしྜいを進めていくことが࢜ーࢼーとしてのᮇᚅされる役๭ではないか

とຓ言を行った。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

参加者でヰしྜうことで管理者は客ほどできたように見えた。㏞いながら管理運営を進めているᵝ

子からຓ言をᚓて自分たちの進め方は㛫㐪っていないと感じたように見えた。 

（㸳）今回の対応に関するアࢨ࢖ࣂࢻーの自ᕫ評価 

参加者全員で言ㄒ化することをᚰ᥃けた。みんなの課題としてඹ㏻理ゎを進めることができたこと

は評価できる。しかし、要ᮃのከい利用者に対するゎỴ策を見出すことができたかは不明である。 

 

  

                            

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者・事務  ྜィ �名 

（１）１回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

要ᮃのከい利用者に対に対してのᨵၿができていな状ἣにあった。࢜ーࢼーが自㌟の役๭として利

用者とのヰしྜいを進めているかは不明である。 

㔞的なᣑ኱をしており、ࢧテラ࢖ト開設を┤近に᥍えていた。利用者の⋓ᚓについては㡰ㄪにでき

ている反面、スタッフの㞳⫋があり管理者はますますከᛁ（実㊶者として）となっていた。㠀常に㈐

௵感がᙉく、一人㡹ᙇっているගᬒをスタッフや࢜ーࢼーがどのᵝにᨭえているかを▱ることができ

なかった。 

（２）２回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

今回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵では、⚾自㌟のス࢟ルのపさもあり、コンࢧルテ࢕に対して༑分な対応が

できたとはいいがたい。しかし、ὴ㐵事業後も、管理者や事務の方から、メールでの問いྜわせがあ

ることは⧅がることができていることは成果として評価できる。 

� 回目訪問時よりも � 回目の訪問時の࡯うが、管理者の⑂ᘢ感がᙉくなっていた。要ᅉとして以ୗ

のことが考えられる。 

 ーの考えや価್ほを༑分にᢕᥱすることができなかったࢼー࢜ラピストࢭ ①

② 管理者の⑂ᘢを � 回目訪問時にアࢭスメントすることができなかった （課題のᮏ㉁を見極める

ຊの不㊊） 

③ 㔞的情報とスタッフのຊ㔞との関ಀを収集できていなかった 
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＜㹍訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者：�名 看護ᖌ：�名 事務 �名 

（１）相談内容 

① 時㛫外業務がῶらない。業務ᨵၿが必要だがなかなかᨵၿできない 

② 訪問௳数が増え事務の人員要ㄳをす࡭きか看護ᖌを増やす࡭きかᝎんでいる 

③ 訪問看護に行きながらスタッフが事務も行っている。㐺正な人員㓄⨨とは 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① බ的なステーションという自㈇と㈐௵感がᙉく、管理者がその㈐௵をᢪえ㎸んでいる。 

② スタッフは管理者をຓけたいと思っているが、管理者はそれを⏦しヂないと思っている。 

（３）相談への対応とその理由 

管理者の思いと事務を含めたスタッフの思いをヰしてもらう。ྛࠎがྛࠎの思いを▱り、管理者が

ᢪえ㎸んでいる業務をしかる࡭きスタッフがᢸえることにẼ௜いてもらう。 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

管理者はスタッフに事務௙事をᢸわせていることと報࿌書・ィ⏬書の時ᮇはṧ業が出てしまうこと

をẼにかけていた。スタッフが少しでも事務௙事が出来るようにと自㌟が訪問に出たり、⥭ᛴ対応を

している。管理者のケース訪問の意࿡（看護の評価）を言うと「スタッフはⓙ࣋テランなので自分が

評価をする事はఱもない」「信㢗している」とヰした。スタッフは、管理者は子౪がまだ小さいのに

ṧ業をしている姿を見ると₽れてしまわないかとᚰ㓄になる。もっと自分㐩にまかせて࡯しいとヰし

た。管理者はスタッフの相談相ᡭとして事務所にᒃる事も必要とヰしていると「⚾はスタッフ㐩より

たった �年訪問看護経験があるだけで管理者になった。自分もまだケース訪問し訪問看護をᏛびたい。

自分のケース訪問が少ないとみんなに⨨いて行かれているẼがする」とᾦを流した。事務より「自分

も訪問看護はึめてでఱかをᡭఏいたいがఱをすれࡤⰋいか分からない。看護ᖌでなくても事務員で

できる作業はあるのか㸽」との言ⴥがあった。管理者がしている௙事、スタッフがᢸっている事務௙

事を全て書き出し、ㄡがどのようにᢸうかを整理するようᥦ᱌した。訪問௳数も増えており看護ᖌの

㈇ᢸを考えると看護ᖌ増員も検討のࡦとつかと言う意見もあったが、看護ᖌはే設のデ⒪所から応᥼

ྍ⬟であることから、㞠用を考えるのであれࡤステーション専௵の事務員の㞠用もࡦとࡺの方法であ

る。まずは看護ᖌが看護ᖌとしての⫋務の全うを考えた方が看護の㉁のྥ上ཬび௳数の増኱に⧅がる

のではないかとヰした。 

⤊஢後、ሙをኚえて事務の方から「管理者の㈐௵感がᙉく自分で௙事をᢪえ㎸んでしまう。ண算の

課題もあり⡆༢に年度㏵中での㞠用ເ集はできない。デ⒪所兼務の看護ᖌなど今いるスタッフでどう

するかを考えたい。今回のコンࢧルは参考になった」との言ⴥがあった。 

管理者としてどうある࡭きかをヰすことで相談者をⱞしめた。しかし「自分もまだ訪問看護ᖌとし

て看護をしたい、Ꮫびたい」というᮏ㡢を相談者が言えたのはⰋかったと思う。 ḟ回までに管理者

の௙事を全てὙい出し、ఱが管理者でなけれࡤ出来ない௙事かをスタッフと一⥴に考える事をᥦ᱌し

た。 

                            

２）２回目訪問 

 日時：ᖹ成 �� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者：�名 看護ᖌ：�名 事務 �名 

（１）１回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

① 前回相談内容の評価  

看護ᖌ一人ᙜたりの月௳数は �� ௳఩になった。管理者の訪問௳数はスタッフの ��� ⛬度にῶらし

た。報࿌書・ィ⏬書のධຊ開ጞ時ᮇを᪩めたりᢸᙜไの検討を考えられるようになった。スタッフは

ṧ業をῶらす意識࡙けが出来てきている。管理者の௙事をὙい出した結果のࡦとつとして、訪問スケ

ュール立᱌をスタッフࢪ � 名で実᪋できるようになりスタッフも意図的にィ⏬的に訪問出来るよう

になったと感じていた。管理者は「自分も訪問してみないとẼが௜かない」「看護ᖌとして訪問に行

きたい」という思いはኚわらないが少し࡙つケース訪問をスタッフに௵せないといけないという思い

は出てきた。᝖ࠎとした思いは前回の相談後整理して考えられるようになった。要௳を‶たしている

にもかかわらずターミࢼルケア加算を算ᐃ出来ていないことに対し、グ㘓用⣬のᨵၿをヨみたにも関

わらず実㝿に加算をとっていないとヰした。加算は収ᨭに結び௜く事だけが目的ではない、看護の評

価でもあるとヰした。 

② 管理者のṧ業がῶらない 

す࡭ての相談が⤊わるころにスタッフから「管理者のṧ業がኚわらない」と言う発言があった。管

理者は「自分でもわかっている。でも管理者を受けるからにはそれくらいのぬᝅを持って受けている。

あまりṧ業の事ࡤかり言われて⭡立たしく思うこともある」と発言した。ูのሙ所で事務員から「管

理者のṧ業をὀ意してもスタンスをኚえない。組⧊としては管理者㝆᱁の᱌が出ており、それはᮏ人

も▱っている」と情報をᚓた。スタッフが᭱後に「管理者のṧ業がኚわらない」と言い、事務がሙ所

をኚえてヰし出すということは、ステーションがᮏᙜにᅔっている事はこの事であると考え、時㛫内

にこのヰが出なかった�出さなかった�のは管理者が意図したものかどうか▱る必要があると思われ

た。数日後㟁ヰで管理者の思いを聞いた。 

㟁ヰ対応結果：ᙜ日管理者の思いを༑分聞かずに⤊஢した事をルび、事務の方から͆管理者㝆᱁͇

のヰを聞いたことを࿌げた。相談者は「管理者を受ける時、自分は子౪も小さく㞴しいことをఱ度も

言ったが、なりᡭがなくぬᝅをỴめて受けた。自分のຊ以上のことだと分かっているが、やるからに

は中㏵半➃にしたくない。㡹ᙇってやって来たのに今᭦ṧ業がከいから㝆᱁と言われても・・それな

らึめからさせるなと言いたい。それでもఱかをኚえないとと思ってこの事業に⏦し㎸んだ。アࣂࢻ

ーに「⏦し㎸んだだけで一Ṍ前進」と行って㈔えてとてもᎰしかった。今回、相談日までに͆アࢨ࢖

ーに఍いに行こう͇と思ったくらいしんどかった。訪問看護は面ⓑい。利用者を前にするとࢨ࢖ࣂࢻ

⚾はこれがやりたかったんだと思える」とヰした。 

相談者の今までのດຊと௙事に対する姿勢、看護に対する思いを労いඹ感の思いをఏえた。その上

で、組⧊とΏりྜっていくには組⧊が୺ᙇすることをまずはやってみる事も必要である。ṧ業がࢲメ

と言われているのであれࡤまず「ᐃ時で帰る」という事実を作ることである。組⧊の୺ᙇを↓どした

まま自分の㡹ᙇりを認めてもらいたいと言っても㞴しい。相談者が管理者となって㈗ステーションは

まだこれからである。㡹ᙇったのに㝆᱁なんてṧᛕすࡂる。まず年内に �回以上はᐃ時で帰って࡯し

いとヰした。相談者は「分かりました。やってみます」と㏉⟅した。 
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＜㹍訪問看護ステーション＞ 

 

１）１回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者：�名 看護ᖌ：�名 事務 �名 

（１）相談内容 

① 時㛫外業務がῶらない。業務ᨵၿが必要だがなかなかᨵၿできない 

② 訪問௳数が増え事務の人員要ㄳをす࡭きか看護ᖌを増やす࡭きかᝎんでいる 

③ 訪問看護に行きながらスタッフが事務も行っている。㐺正な人員㓄⨨とは 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① බ的なステーションという自㈇と㈐௵感がᙉく、管理者がその㈐௵をᢪえ㎸んでいる。 

② スタッフは管理者をຓけたいと思っているが、管理者はそれを⏦しヂないと思っている。 

（３）相談への対応とその理由 

管理者の思いと事務を含めたスタッフの思いをヰしてもらう。ྛࠎがྛࠎの思いを▱り、管理者が

ᢪえ㎸んでいる業務をしかる࡭きスタッフがᢸえることにẼ௜いてもらう。 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

管理者はスタッフに事務௙事をᢸわせていることと報࿌書・ィ⏬書の時ᮇはṧ業が出てしまうこと

をẼにかけていた。スタッフが少しでも事務௙事が出来るようにと自㌟が訪問に出たり、⥭ᛴ対応を

している。管理者のケース訪問の意࿡（看護の評価）を言うと「スタッフはⓙ࣋テランなので自分が

評価をする事はఱもない」「信㢗している」とヰした。スタッフは、管理者は子౪がまだ小さいのに

ṧ業をしている姿を見ると₽れてしまわないかとᚰ㓄になる。もっと自分㐩にまかせて࡯しいとヰし

た。管理者はスタッフの相談相ᡭとして事務所にᒃる事も必要とヰしていると「⚾はスタッフ㐩より

たった �年訪問看護経験があるだけで管理者になった。自分もまだケース訪問し訪問看護をᏛびたい。

自分のケース訪問が少ないとみんなに⨨いて行かれているẼがする」とᾦを流した。事務より「自分

も訪問看護はึめてでఱかをᡭఏいたいがఱをすれࡤⰋいか分からない。看護ᖌでなくても事務員で

できる作業はあるのか㸽」との言ⴥがあった。管理者がしている௙事、スタッフがᢸっている事務௙

事を全て書き出し、ㄡがどのようにᢸうかを整理するようᥦ᱌した。訪問௳数も増えており看護ᖌの

㈇ᢸを考えると看護ᖌ増員も検討のࡦとつかと言う意見もあったが、看護ᖌはే設のデ⒪所から応᥼

ྍ⬟であることから、㞠用を考えるのであれࡤステーション専௵の事務員の㞠用もࡦとࡺの方法であ

る。まずは看護ᖌが看護ᖌとしての⫋務の全うを考えた方が看護の㉁のྥ上ཬび௳数の増኱に⧅がる

のではないかとヰした。 

⤊஢後、ሙをኚえて事務の方から「管理者の㈐௵感がᙉく自分で௙事をᢪえ㎸んでしまう。ண算の

課題もあり⡆༢に年度㏵中での㞠用ເ集はできない。デ⒪所兼務の看護ᖌなど今いるスタッフでどう

するかを考えたい。今回のコンࢧルは参考になった」との言ⴥがあった。 

管理者としてどうある࡭きかをヰすことで相談者をⱞしめた。しかし「自分もまだ訪問看護ᖌとし

て看護をしたい、Ꮫびたい」というᮏ㡢を相談者が言えたのはⰋかったと思う。 ḟ回までに管理者

の௙事を全てὙい出し、ఱが管理者でなけれࡤ出来ない௙事かをスタッフと一⥴に考える事をᥦ᱌し

た。 

                            

２）２回目訪問 

 日時：ᖹ成 �� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者：�名 看護ᖌ：�名 事務 �名 

（１）１回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

① 前回相談内容の評価  

看護ᖌ一人ᙜたりの月௳数は �� ௳఩になった。管理者の訪問௳数はスタッフの ��� ⛬度にῶらし

た。報࿌書・ィ⏬書のධຊ開ጞ時ᮇを᪩めたりᢸᙜไの検討を考えられるようになった。スタッフは

ṧ業をῶらす意識࡙けが出来てきている。管理者の௙事をὙい出した結果のࡦとつとして、訪問スケ

ュール立᱌をスタッフࢪ � 名で実᪋できるようになりスタッフも意図的にィ⏬的に訪問出来るよう

になったと感じていた。管理者は「自分も訪問してみないとẼが௜かない」「看護ᖌとして訪問に行

きたい」という思いはኚわらないが少し࡙つケース訪問をスタッフに௵せないといけないという思い

は出てきた。᝖ࠎとした思いは前回の相談後整理して考えられるようになった。要௳を‶たしている

にもかかわらずターミࢼルケア加算を算ᐃ出来ていないことに対し、グ㘓用⣬のᨵၿをヨみたにも関

わらず実㝿に加算をとっていないとヰした。加算は収ᨭに結び௜く事だけが目的ではない、看護の評

価でもあるとヰした。 

② 管理者のṧ業がῶらない 

す࡭ての相談が⤊わるころにスタッフから「管理者のṧ業がኚわらない」と言う発言があった。管

理者は「自分でもわかっている。でも管理者を受けるからにはそれくらいのぬᝅを持って受けている。

あまりṧ業の事ࡤかり言われて⭡立たしく思うこともある」と発言した。ูのሙ所で事務員から「管

理者のṧ業をὀ意してもスタンスをኚえない。組⧊としては管理者㝆᱁の᱌が出ており、それはᮏ人

も▱っている」と情報をᚓた。スタッフが᭱後に「管理者のṧ業がኚわらない」と言い、事務がሙ所

をኚえてヰし出すということは、ステーションがᮏᙜにᅔっている事はこの事であると考え、時㛫内

にこのヰが出なかった�出さなかった�のは管理者が意図したものかどうか▱る必要があると思われ

た。数日後㟁ヰで管理者の思いを聞いた。 

㟁ヰ対応結果：ᙜ日管理者の思いを༑分聞かずに⤊஢した事をルび、事務の方から͆管理者㝆᱁͇

のヰを聞いたことを࿌げた。相談者は「管理者を受ける時、自分は子౪も小さく㞴しいことをఱ度も

言ったが、なりᡭがなくぬᝅをỴめて受けた。自分のຊ以上のことだと分かっているが、やるからに

は中㏵半➃にしたくない。㡹ᙇってやって来たのに今᭦ṧ業がከいから㝆᱁と言われても・・それな

らึめからさせるなと言いたい。それでもఱかをኚえないとと思ってこの事業に⏦し㎸んだ。アࣂࢻ

ーに「⏦し㎸んだだけで一Ṍ前進」と行って㈔えてとてもᎰしかった。今回、相談日までに͆アࢨ࢖

ーに఍いに行こう͇と思ったくらいしんどかった。訪問看護は面ⓑい。利用者を前にするとࢨ࢖ࣂࢻ

⚾はこれがやりたかったんだと思える」とヰした。 

相談者の今までのດຊと௙事に対する姿勢、看護に対する思いを労いඹ感の思いをఏえた。その上

で、組⧊とΏりྜっていくには組⧊が୺ᙇすることをまずはやってみる事も必要である。ṧ業がࢲメ

と言われているのであれࡤまず「ᐃ時で帰る」という事実を作ることである。組⧊の୺ᙇを↓どした

まま自分の㡹ᙇりを認めてもらいたいと言っても㞴しい。相談者が管理者となって㈗ステーションは

まだこれからである。㡹ᙇったのに㝆᱁なんてṧᛕすࡂる。まず年内に �回以上はᐃ時で帰って࡯し

いとヰした。相談者は「分かりました。やってみます」と㏉⟅した。 
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（２）２回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

前もって相談者から「� 回目は出来るだけたくさんのスタッフが参加させたいと思っている」と言

われ⮫んだ。そのスタッフから᭱後の᭱後に「管理者のṧ業がῶらない」とᅔりࡈとをఏえられた。

時㛫的ไ⣙がありそのሙでそれ以上深める事はᅔ㞴ではあった。このステーションの᭱኱のᅔりࡈと

は「管理者のṧ業がῶらないこと」であった。ᅔりࡈとのᮏ㉁を的確にとらえ、対応することのᅔ㞴

さを③感した。 

  

                            

＜㹎訪問看護ステーション＞ 

 

すでに⟅えは自㌟で見出していた相談 

 

１）１回目訪問 

日時：���� 年 � 月 ����～����� 

参加者：所長（経営者）、管理者 

（１）相談内容 

管理者：ターミࢼルのሙྜ、一か所か」数ステーションのどちらで関わった方がⰋいか 

所長：①どのような方法で利用者を⋓ᚓしていく࡭きか 

②コスト・効⋡面からみたࢯフト導ධ時ᮇについて 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

関わるステーションは一か所が」数か㸽の方法ㄽで考えがちになっている。 

②ヰの中から所長の意ḧは༑分が感じられた。すでに利用者⋓ᚓのᕤኵはされている。 

 。フト導ධに関し、検討要ᅉとなっていることを明らかにする必要があるࢯ③

（３）相談への対応とその理由 

① ఱᨾ、このことを相談しようと思ったのかを聞き利用者にとっての᭱ၿを一⥴に考える 

② 現ᅾのᕤኵを聞きⰋい所はᢎ認しまだ࡯かに方法がないか一⥴に考える 

③ 収ᨭの現状からいつࡈろに実現ྍ⬟と考えているかを確認する 

（４）相談者の反応（結果および成果） 

①開設から �か月で �名を看取られた実⦼に対し、その意ᚿと行動を労いᢎ認した。ࢧーࣅスᥦ౪

回数のከいケースを一事業所でᢸᙜすると、その事業所の࣐ンパ࣡ーが少ない࡯ど、事業所の⥭ᛴ事

ែ（⫋員の病Ḟや✺↛の㏥⫋➼）時、ࢧーࣅスᥦ౪が不ྍ⬟になる༴㝤性がある。」数ステーション

が関わっていると⥭ᛴ的にຓけྜいができ、利用者に不利┈が⏕じにくい。しかし⤊ᮎᮇなど▷ᮇ㛫

のࢧーࣅスᥦ౪がண されるሙྜは一事業所での対応でྍ⬟なことも᭷る。㞴病などはࢧーࣅスᥦ౪

回数をồめられかつ関わりが長くなるሙྜもある。とりあえずの「不安」で་ᖌやケアࣕࢪࢿ࣐ー、

利用者、家族にࢧーࣅスᥦ౪回数をồめられた時、⚾たちがその「不安」をアࢭスメントし㐺正な訪

問回数をᥦ♧していくこと、㐺正回数を考えるにあたって特ู指♧書を上ᡭく利用することや、ึ め

から訪問回数をከく設ᐃせずに⥭ᛴ対応を上ᡭく౑うなどのヰをした。利用者、家族が安ᚰしてᬽら

せるための訪問看護であることを一⥴に再認識した。また、」数ステーションでの関わりもコミュニ

ケーションとお஫いの役๭を認識しあえࡤ኱きな問題は㉳こらないのではないかとヰした。 

②所長は⥲ྜ病院でのᖌ長経験があり、㐣ཤ༠働した་ᖌとの信㢗関ಀや近་（⤊ᮎᮇ専門）との

連携が取れていた。�か月で看取りを �௳実᪋した実⦼をᙉみとし、⥅⥆してⰋい関ಀ性を保ち、ケ

アࣕࢪࢿ࣐ーとの連携など地㐨に活動していくことをඹ᭷した。 

③㟁子࢝ルテのメࣜットは病院勤務で実感されており、今は導ධの時ᮇを㏞っていたᵝ子だった。

モストレーションを受けることをࢹな఍♫の㈨ᩱを集め、実㝿のࠎフト఍♫はἑᒣあるのでまずⰍࢯ

ᥦ᱌した。ࢯフトに自分㐩はఱをồめるのかを明らかにし、ጇ༠せずࢯフト఍♫とやりとりする事を

ᥦ᱌した。 
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（２）２回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 
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２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ����～����� 

 参加者：所長（経営者）、管理者 

（１）１回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

① 」数ステーションでの⤊ᮎᮇ利用者への関わりの᫝㠀について 

� か所ステーションでのᥦ౪前ᥦで全┣・᫨㛫⊂ᒃの方の౫㢗があった。受けධれるにあたり前も

って、管理者㛫でそれࡒれのᢸᙜ᭙日と役๭、⥭ᛴ連⤡方法、コストの取り方をヰあった上、㏥院࢝

ンフ࢓レンスを経て受けධれに⮳った。開ጞ後はẖ日のように㟁ヰや )$; で情報஺換を行い思いの࡯

かス࣒ーࢬにࢧーࣅスᥦ౪出来ているとの言ⴥがあった。 

② どのような方法で利用者を⋓ᚓしていく࡭きか 

現ᅾ指♧書発行ඖは �� か所（管理者数 �� 名）という状ἣはᙜヱステーションの看護が評価されて

きていると考えられる。今はその⧞り㏉しでありその⧞り㏉しの結果が現状ではないかとヰした。 

 フト導ධの時ᮇについてࢯ ③

」数♫のࢹモストレーションを受けやはりࢯフト導ධした方がⰋいと言う結果に⮳った。このこと

により管理者がᢸっていた事務ฎ理、所長のレࣉࢭトฎ理が⡆⣲化されるというண をヰした。 

（２）今回の相談内容 

① 小児を受けධれたいがከᛁで受けධれ‽備が出来ない。小児受けධれに対しスタッフに㌋㌉も見

られる 

② スタッフ㞠用を考えているが㠀常勤よりも常勤がいいのか㏞っている 

（３）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① � 月から⣙ � か月で � 名の看取りを行ったという実⦼（看護の㉁）が小児に反ᫎできることにẼ

௜いていない 

② 訪問௳数を上げる目的ではなく看護の㉁のᢸ保とྥ上を考えた上での㞠用を前ྥきに考えられて

いる 

（４）相談への対応とその理由 

前回の相談内容が �か月でどうኚ化したかをヰしてもらい自信に⧅げる。 

（㸳）相談者の反応（結果および成果） 

① について 

ከᛁな中でඃඛされるᏛ⩦が目の前のケースに関連した事になるのはᙜ↛（小児に行きつかない）

とヰし、今回」数ステーションの連携が上ᡭくいった事を⏕かしてみることをᥦ᱌した。⤊ᮎᮇケー

スを一⥴に関わっているステーションは኱つᶍで小児も受けධれているとのことから、ඛ方に「小児

の受けධれを考えていること」をఏえ、㐺ᙜなケースがあれࡤ、ᩍᤵ㡬きながら小児訪問看護のᥦ౪

をさせてもらいたいと相談してみることをヰした。 

② について 

現ᅾ、㠀常勤看護ᖌはྛࠎのணᐃにྜわせて出勤日をỴめているため、訪問者が㊊らず利用者に訪

問日ኚ᭦を౫㢗する時もあるとのことだった。安ᐃして看護をᥦ౪し利用者を増やして行くには常勤

者の㞠用がᮃましいことと、㠀常勤看護ᖌの出勤日をᅛᐃし、ᅛᐃした出勤日の中でఇみᕼᮃに応え

る方が利用者に⏕じる不利┈も回㑊できるのではないかとヰした。௬に看護ᖌを⤂௓఍♫を㏻して㞠

                            

用したとして᝿ᐃ年収�⣙ ���（��～��� ୓෇）の⤂௓ᩱが᥃かる。かかった⤂௓ᩱの回収ᮇ㛫を必

要経㈝と考えられるかྰかだともヰした。 

その他、連携ᐊからの౫㢗で受けධれたࢻレーン管理の利用者が、௓ධ前の外来受デで看護ᖌより

レーンᅛᐃは確実にしたのでࢻ」 � 回�㐌の外来㏻院で管理はྍ⬟。訪問看護は不要では㸽」と言わ

れ帰宅した。数日後にࢻレーン不ㄪの相談㟁ヰがあり訪問したところ外来でのᅛᐃがきつすࡂ流出不

Ⰻとなっておりᅛᐃし┤した事౛を⤂௓された。この࢚ピࢯーࢻをケアࣕࢪࢿ࣐ーにも連携ᐊにもఏ

えていない、どうఏえれࡤいいのか㏞うとヰした。外来看護ᖌは自分の⫋務としてᅛᐃを᏶⎍に行っ

たに㐣ࡂない。しかし利用者を⏕活者として看るど点にḞけた。この事を㈐めるのではなく「⤂௓㡬

いた利用者の報࿌」はどの利用者にも行っていることとし事実をఏえてもⰋいのではないかとᥦ᱌し

た。病院看護ᖌアンケート結果で「㏥院したᝈ者のその後の情報が▱りたい」と言う意見がከく᭷り、

訪問看護ᖌはその意見にどう応える࡭きかが課題としてある事をఏえた。今回のことをアࢧーテࣈ࢕

にఏえることが今後の看看連携に⧅がっていくことになる、⚾自㌟もᚰ᥃けていきたいことだとヰし

た。 

（２）２回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

前回相談でヰしたことは全て取り組み結果をᚓていた。相談者自㌟は相談する時点で相談内容の方

ྥ性はᐃまっていたと思われる。その一Ṍを㋃み出すために➨୕者からのᢎ認をᚓる事が必要だった

と考える。今回の相談も、一Ṍを㋃み出すためのきっかけを、アࢨ࢖ࣂࢻーという立ሙでᥦ౪できた

ことに意࿡があったのではないかと思った。 
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ことに意࿡があったのではないかと思った。 
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＜㹏訪問看護ステーション＞  

 

 利用者確保と事業所の運営について  

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（法人看護部門ᢸᙜ者、ステーション管理者�ඛ㐌から�、スタッフ �名�16、27�） 

（１）相談内容 

① ᪂つ利用者のఙびᝎみ 

。高ఫやఫ宅ᆺ᭷ᩱを運営している法人のため、ධᒃ者だけの訪問看護をしていると思われているࢧ

作業⒪法ኈがいる事業所としての࿘▱がされていない。どんな営業活動をしたらⰋいか。 

② ㄳồについて 

ᮏ日から開ጞになった利用者。㏥院日の算ᐃはできるのか。஧ࣨ所のステーションがධっている ��

ṓの利用者。ධᾎ௓ຓが኱ኚで �人でධっているが」数で算ᐃできるか。 

③ 保㝤ㄳồが㈇ᢸ 

看護ᖌで行なっているが㈇ᢸ、事務をධれる必要があるか。 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

常勤�前管理者�がఇ⫋、㠀常勤が �人㏥⫋し、常勤 �人㠀常勤 �人常勤 27� 人の事業所。法人のఫ 

宅外の利用者は � 名⛬度。�� 月で開設後一年になるが、᪂つが増えず実⦼もఙびない。事業所とし

ての「኎り」がなく、どうアピールしてⰋいか分からない状ἣである。 ㄳồ業務は自分たちで行な

っているが、ไ度の理ゎが浅く算ᐃできるかどうかも分からない。またᮏ日㏥院の㔜度利用者のḟ回

訪問を � 㐌㛫後に組んでおり、利用者全体を看るど点を持っていない。� ࣨ所の 67 で関わっている

利用者で、他方の 67 と全く連携していない。全てに受け㌟であり、୺἞་やケアࢿ࣐が指♧した部

分しか利用者に関わっておらず、言われたことだけすれࡤⰋいと思われている。 

（３）相談への対応とその理由 

ᮏ日からの利用者は、法人᪋設の方ではなかったため、その方の⏕活全体をしっかり看て今後に⧅

げ、㑅ࡤれる 67 になるよう取り組ࡴ事をຓ言した。࣏ートの㔪஺換で౫㢗が来たため、㐌に一度の

ணᐃ訪問のみしか組んでいなかったため、病状やண される状ἣをヰし、その方をまるࡈとᨭえるた

めのアࢭスメントをしっかり行なって訪問内容や回数をㄪ整するようにఏえた①。ධᾎ௓ຓの利用者

は、他の 67 では � 人対応が出来ているため᥼ຓ方法を見せて㈔い連携するように່めた②。他の訪

問についてもケアࣕࢪࢿ࣐ーの౫㢗㏻りの内容、時㛫、回数で看護もࣜࣜࣅࣁも行なっており、自分

たちでアࢭスメントして意見を言うことを一度もしてこなかったことが分かり、་⒪のど点から見た

対象者の⏕活をᏲることの必要性をఏえた①②。またไ度の理ゎについてはもっと深めること、訪問

にຊをධれるためにも事務のຊは኱きいことを説明し、導ධを促した。᪂つ⋓ᚓについては、法人の

ఫ宅の方も高㱋化にకい、ண㜵のど点で関わる必要のある方がいるのではないかとᢞげかけた。法人

内のケアࣕࢪࢿ࣐ーにも、その点での看護やࣜࣜࣅࣁ導ධの必要性をఏえることをᥦ᱌した①②③。 

（４）相談者の反応�結果および成果� 

日常業務全てが受け㌟であり、自分たちのᙉみがアピールできておらず、㑅ࡤれるステーションに

                            

なっていなかった。言われたことしか行なっていなかったが、自分たちの意見を言ってⰋいことにẼ 

࡙き、㦫かれていた。᪩㏿、現利用者の訪問内容の見┤しや法人の他部署へのᢞげかけをしてみると

のことであった。自分たちが、やる࡭きことが具体的に分かり行動に⧅げられそうであった。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

  ḟ回訪問までの相談は、メールで連⤡を㡬く事とした。 

 

２）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（法人看護部門ᢸᙜ者、ステーション管理者、スタッフ �名�看護ᖌ�） 

（１）� 回目訪問看護の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

常勤看護ᖌ �名、理Ꮫ⒪法ኈ、事務がධ⫋。スタッフは増えた。前回面談後、ケースを㏻して་ᖌ

やケアࣕࢪࢿ࣐ーに自分㐩の専門性と୎ᑀな関わりをアピール出来ており、ḟの౫㢗に⧅がっていた。

ケアࣕࢪࢿ࣐ーの౫㢗内容や་ᖌの指♧内容以外の利用者の⏕活でのᅔりࡈとに一ษ関わって来な

かった姿勢から、アࢭスメントの必要性が分かり、きちんとケアࢪࢿ࣐メントに参加できるようにな

っていた。しかし、利用者数はఙびておらず、月のᘏ訪問௳数や収┈のኚ化は、ㄡも⟅えられない。

事務をධれたものの、ㄳồ業務が出来ないと結ᒁ所長が行なっており、勤務時㛫の኱半を౑っている

が௙方ないと思っている。自分㐩の「኎り」も見つからず、実⦼もఙびないが、出来る看護が増えた

事でとても‶㊊しているとの事であった。 

前回の面談で指導したことは、実㊶出来ていたため、ດຊを労った。所長は、地域の஺流఍や◊ಟ

などにも積極的に参加するようになっており、㢦の見える関ಀを作ろうとしていた。今まで言われる

がままケアやฎ⨨を行ない、自分㐩の専門性を全く活かせてなかったところから、スタッフ全員でケ

アࢪࢿ࣐メントに௓ධしጞめたことは⣲ᬕらしく、その効果を自分㐩のᙉみとして他⫋✀にఏえて行

くことを່めた。しかし、この㛫のດຊの成果がどれ࡯ど出ており、ṧった課題はఱなのか➼、保㝤

ㄳồを自分㐩でやっている๭には、レࣉࢭトを出すことに必Ṛで、数Ꮠが意࿡するところを全く分析

していなかった。訪問一回༢価はどうኚわったのか、月のᘏ訪問௳数は増えたのか➼が不明だったた

め、᪩ᛴに確認するようにヰした。 

事務の᥇用についても前進していたが、効果的に業務の⛣ㆡが出来ていなかった。」㞧なㄳồ業務

を自分㐩もᢕᥱしていないため、㐺ษな⏦し㏦りや指導が出来ていないことをఏえ、時㛫がかかって

もㄳồ業務を⛣行し、ᮏ来の業務に集中できる時㛫を増やすよう່めた。 

（２）� 回目のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

� 回目の訪問の時に指᦬した事㡯については、� ࣨ月㛫㡹ᙇって取り組んだ㊧が伺えた。こちらが

ᢞげかけるまでは、この㛫の㡹ᙇりで‶㊊している状ἣであった。このため、メールでの相談は一回

もなかった。しかし、その効果として数Ꮠを確認したところ、全く⟅えられず今までẼにもしていな

かったとの事で、課題がまだあることにẼ࡙いていなかった。具体的な考え方のᥦ᱌には前ྥきに取

り組める事業所であることは理ゎしていたので、考え方を説明したところ、数Ꮠをスタッフ㛫でඹ᭷

し、自分㐩の取り組みを᣺り㏉りながら、ḟに進んでみるとの反応があった。 

前進はしているものの、まだまだ課題がከい事業所であった。チー࣒࣡ーࢡは取れており具体的な

行動が見えるとྠじ目的で動けていることを活かし、数Ꮠのඹ᭷で実⦼をఙࡤすための考え方をఏえ
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＜㹏訪問看護ステーション＞  

 

 利用者確保と事業所の運営について  

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（法人看護部門ᢸᙜ者、ステーション管理者�ඛ㐌から�、スタッフ �名�16、27�） 

（１）相談内容 

① ᪂つ利用者のఙびᝎみ 

。高ఫやఫ宅ᆺ᭷ᩱを運営している法人のため、ධᒃ者だけの訪問看護をしていると思われているࢧ

作業⒪法ኈがいる事業所としての࿘▱がされていない。どんな営業活動をしたらⰋいか。 

② ㄳồについて 

ᮏ日から開ጞになった利用者。㏥院日の算ᐃはできるのか。஧ࣨ所のステーションがධっている ��

ṓの利用者。ධᾎ௓ຓが኱ኚで �人でධっているが」数で算ᐃできるか。 

③ 保㝤ㄳồが㈇ᢸ 

看護ᖌで行なっているが㈇ᢸ、事務をධれる必要があるか。 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

常勤�前管理者�がఇ⫋、㠀常勤が �人㏥⫋し、常勤 �人㠀常勤 �人常勤 27� 人の事業所。法人のఫ 

宅外の利用者は � 名⛬度。�� 月で開設後一年になるが、᪂つが増えず実⦼もఙびない。事業所とし

ての「኎り」がなく、どうアピールしてⰋいか分からない状ἣである。 ㄳồ業務は自分たちで行な

っているが、ไ度の理ゎが浅く算ᐃできるかどうかも分からない。またᮏ日㏥院の㔜度利用者のḟ回

訪問を � 㐌㛫後に組んでおり、利用者全体を看るど点を持っていない。� ࣨ所の 67 で関わっている

利用者で、他方の 67 と全く連携していない。全てに受け㌟であり、୺἞་やケアࢿ࣐が指♧した部

分しか利用者に関わっておらず、言われたことだけすれࡤⰋいと思われている。 

（３）相談への対応とその理由 

ᮏ日からの利用者は、法人᪋設の方ではなかったため、その方の⏕活全体をしっかり看て今後に⧅

げ、㑅ࡤれる 67 になるよう取り組ࡴ事をຓ言した。࣏ートの㔪஺換で౫㢗が来たため、㐌に一度の

ணᐃ訪問のみしか組んでいなかったため、病状やண される状ἣをヰし、その方をまるࡈとᨭえるた

めのアࢭスメントをしっかり行なって訪問内容や回数をㄪ整するようにఏえた①。ධᾎ௓ຓの利用者

は、他の 67 では � 人対応が出来ているため᥼ຓ方法を見せて㈔い連携するように່めた②。他の訪

問についてもケアࣕࢪࢿ࣐ーの౫㢗㏻りの内容、時㛫、回数で看護もࣜࣜࣅࣁも行なっており、自分

たちでアࢭスメントして意見を言うことを一度もしてこなかったことが分かり、་⒪のど点から見た

対象者の⏕活をᏲることの必要性をఏえた①②。またไ度の理ゎについてはもっと深めること、訪問

にຊをධれるためにも事務のຊは኱きいことを説明し、導ධを促した。᪂つ⋓ᚓについては、法人の

ఫ宅の方も高㱋化にకい、ண㜵のど点で関わる必要のある方がいるのではないかとᢞげかけた。法人

内のケアࣕࢪࢿ࣐ーにも、その点での看護やࣜࣜࣅࣁ導ධの必要性をఏえることをᥦ᱌した①②③。 

（４）相談者の反応�結果および成果� 

日常業務全てが受け㌟であり、自分たちのᙉみがアピールできておらず、㑅ࡤれるステーションに

                            

なっていなかった。言われたことしか行なっていなかったが、自分たちの意見を言ってⰋいことにẼ 

࡙き、㦫かれていた。᪩㏿、現利用者の訪問内容の見┤しや法人の他部署へのᢞげかけをしてみると

のことであった。自分たちが、やる࡭きことが具体的に分かり行動に⧅げられそうであった。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

  ḟ回訪問までの相談は、メールで連⤡を㡬く事とした。 

 

２）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（法人看護部門ᢸᙜ者、ステーション管理者、スタッフ �名�看護ᖌ�） 

（１）� 回目訪問看護の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

常勤看護ᖌ �名、理Ꮫ⒪法ኈ、事務がධ⫋。スタッフは増えた。前回面談後、ケースを㏻して་ᖌ

やケアࣕࢪࢿ࣐ーに自分㐩の専門性と୎ᑀな関わりをアピール出来ており、ḟの౫㢗に⧅がっていた。

ケアࣕࢪࢿ࣐ーの౫㢗内容や་ᖌの指♧内容以外の利用者の⏕活でのᅔりࡈとに一ษ関わって来な

かった姿勢から、アࢭスメントの必要性が分かり、きちんとケアࢪࢿ࣐メントに参加できるようにな

っていた。しかし、利用者数はఙびておらず、月のᘏ訪問௳数や収┈のኚ化は、ㄡも⟅えられない。

事務をධれたものの、ㄳồ業務が出来ないと結ᒁ所長が行なっており、勤務時㛫の኱半を౑っている

が௙方ないと思っている。自分㐩の「኎り」も見つからず、実⦼もఙびないが、出来る看護が増えた

事でとても‶㊊しているとの事であった。 

前回の面談で指導したことは、実㊶出来ていたため、ດຊを労った。所長は、地域の஺流఍や◊ಟ

などにも積極的に参加するようになっており、㢦の見える関ಀを作ろうとしていた。今まで言われる

がままケアやฎ⨨を行ない、自分㐩の専門性を全く活かせてなかったところから、スタッフ全員でケ

アࢪࢿ࣐メントに௓ධしጞめたことは⣲ᬕらしく、その効果を自分㐩のᙉみとして他⫋✀にఏえて行

くことを່めた。しかし、この㛫のດຊの成果がどれ࡯ど出ており、ṧった課題はఱなのか➼、保㝤

ㄳồを自分㐩でやっている๭には、レࣉࢭトを出すことに必Ṛで、数Ꮠが意࿡するところを全く分析

していなかった。訪問一回༢価はどうኚわったのか、月のᘏ訪問௳数は増えたのか➼が不明だったた

め、᪩ᛴに確認するようにヰした。 

事務の᥇用についても前進していたが、効果的に業務の⛣ㆡが出来ていなかった。」㞧なㄳồ業務

を自分㐩もᢕᥱしていないため、㐺ษな⏦し㏦りや指導が出来ていないことをఏえ、時㛫がかかって

もㄳồ業務を⛣行し、ᮏ来の業務に集中できる時㛫を増やすよう່めた。 

（２）� 回目のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

� 回目の訪問の時に指᦬した事㡯については、� ࣨ月㛫㡹ᙇって取り組んだ㊧が伺えた。こちらが

ᢞげかけるまでは、この㛫の㡹ᙇりで‶㊊している状ἣであった。このため、メールでの相談は一回

もなかった。しかし、その効果として数Ꮠを確認したところ、全く⟅えられず今までẼにもしていな

かったとの事で、課題がまだあることにẼ࡙いていなかった。具体的な考え方のᥦ᱌には前ྥきに取

り組める事業所であることは理ゎしていたので、考え方を説明したところ、数Ꮠをスタッフ㛫でඹ᭷

し、自分㐩の取り組みを᣺り㏉りながら、ḟに進んでみるとの反応があった。 

前進はしているものの、まだまだ課題がከい事業所であった。チー࣒࣡ーࢡは取れており具体的な

行動が見えるとྠじ目的で動けていることを活かし、数Ꮠのඹ᭷で実⦼をఙࡤすための考え方をఏえ
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るようにした。また、今まで必要と感じていなかった地域との関わりを持つということを行うように

なった所長が、今後は自らゎỴしていける方策を見つけられることをᮇᚅしたい。 

  

                            

＜㹐訪問看護ステーション＞ 

 

 他⫋✀との連携をはじめとする訪問看護のあり方  

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（所長 �名、看護ᖌ �名、事務 �名） 

（１）相談内容 

① 看護ᢏ⾡と㉁のྥ上：実㊶に活かせる◊ಟはないか 

 と看護の連携：看護がධっていないケースがከく、ྠ一所内でありながら上ᡭく関われなࣁࣜ ②

③ ケアࣕࢪࢿ࣐ーとの関わり：ᢸᙜ者఍㆟の開ദやケアࣉランを㈔えない時に、ồめてもいいのか 

 ルᩱについて：ዎ⣙書に書いてあるが、もらったことがない 一⯡的にはどうかࢭンࣕ࢟ ④

յ 認▱⑕の方との関わり：内᭹管理・ࢧーࣅス導ධやኚ᭦など 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

立ち上げᙜึのスタッフがఇ⫋や㏥⫋で、訪問看護経験の浅い �名の看護⫋と �名のࣜࣁスタッフ

の事業所。法人は་⒪௓護に関ಀのない␗業✀。現所長は �年前にᑵ⫋。㛫も↓く前所長がఇ⫋し、 

 ṧったスタッフが自分を㝖いて෸看護ᖌだったため、後をᘬき⥅いだ。看護の利用者は �� 名、ࣜ

はࣁ ��� 名、うち看護がධっているのは �名のみで、日常的に連携したᨭ᥼ができていない。◊ಟは、

行っているが実㊶に⧅げることができない。保㝤ไ度の理ゎが༑分でないため、ケアࢿ࣐との役๭分  

ᢸが分からない、必要な఍㆟開ദが行われていない、ケアࣉランが㈔えなくてもどうしていいか分か

らない。利用者との関わりも行った看護もきちんと評価できておらず、不全感を感じている。 

（３）相談への対応とその理由 

訪問看護ステーションのࣜࣁスタッフの఩⨨௜けを説明し②、所長には管理者◊ಟに参加すること、 

ྠ時ᨵ正の前であり情報を⬟動的に取っていく事を່めた③④。訪問看護そのものがᡭ᥈りで、役๭  

モࢹルが不ᅾの事業所であったため、他のステーションでの◊ಟを相談するようᥦ᱌した①。利用者

との関わりでは、⏕活モࢹルのᅾ宅で今できている事やその方のᙉみを一⥴に考えたյ。 

（４）相談者の反応�結果および成果� 

 相談内容全体を㏻し、自分たちが行っていることが、どこまで一⯡的なのか、これでいいのか㏞

っていた。ヰをするうちに実㊶に活かせる◊ಟとは、ᢏ⾡的なことではなく訪問看護業務そのものを

ồめていることが分かった。訪問看護経験が浅い看護⫋ࡤかりであり、⏕活を看る事や情勢の理ゎ、

ྛ⫋✀の役๭が分からない中で業務を行っていたため、ヰをする中で自分たちが出来ている事、出来

ていない事にẼ࡙いたようであった。看護⫋はチー࣒࣡ーࢡが取れているが、ྠ 一事業所のࣜࣁスタ

ッフともチー࣒として動く必要がある事、今後訪問看護ステーションからのࣜࣁのみの訪問はዲまし

くなくなる事を▱り、自分たちの関わりを考えていく必要があると自ぬしたようであった。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

� 回目訪問までの相談は、メールを㡬く事とした。 
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るようにした。また、今まで必要と感じていなかった地域との関わりを持つということを行うように

なった所長が、今後は自らゎỴしていける方策を見つけられることをᮇᚅしたい。 

  

                            

＜㹐訪問看護ステーション＞ 

 

 他⫋✀との連携をはじめとする訪問看護のあり方  

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（所長 �名、看護ᖌ �名、事務 �名） 

（１）相談内容 

① 看護ᢏ⾡と㉁のྥ上：実㊶に活かせる◊ಟはないか 

 と看護の連携：看護がධっていないケースがከく、ྠ一所内でありながら上ᡭく関われなࣁࣜ ②

③ ケアࣕࢪࢿ࣐ーとの関わり：ᢸᙜ者఍㆟の開ദやケアࣉランを㈔えない時に、ồめてもいいのか 

 ルᩱについて：ዎ⣙書に書いてあるが、もらったことがない 一⯡的にはどうかࢭンࣕ࢟ ④

յ 認▱⑕の方との関わり：内᭹管理・ࢧーࣅス導ධやኚ᭦など 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

立ち上げᙜึのスタッフがఇ⫋や㏥⫋で、訪問看護経験の浅い �名の看護⫋と �名のࣜࣁスタッフ

の事業所。法人は་⒪௓護に関ಀのない␗業✀。現所長は �年前にᑵ⫋。㛫も↓く前所長がఇ⫋し、 

 ṧったスタッフが自分を㝖いて෸看護ᖌだったため、後をᘬき⥅いだ。看護の利用者は �� 名、ࣜ

はࣁ ��� 名、うち看護がධっているのは �名のみで、日常的に連携したᨭ᥼ができていない。◊ಟは、

行っているが実㊶に⧅げることができない。保㝤ไ度の理ゎが༑分でないため、ケアࢿ࣐との役๭分  

ᢸが分からない、必要な఍㆟開ദが行われていない、ケアࣉランが㈔えなくてもどうしていいか分か

らない。利用者との関わりも行った看護もきちんと評価できておらず、不全感を感じている。 

（３）相談への対応とその理由 

訪問看護ステーションのࣜࣁスタッフの఩⨨௜けを説明し②、所長には管理者◊ಟに参加すること、 

ྠ時ᨵ正の前であり情報を⬟動的に取っていく事を່めた③④。訪問看護そのものがᡭ᥈りで、役๭  

モࢹルが不ᅾの事業所であったため、他のステーションでの◊ಟを相談するようᥦ᱌した①。利用者

との関わりでは、⏕活モࢹルのᅾ宅で今できている事やその方のᙉみを一⥴に考えたյ。 

（４）相談者の反応�結果および成果� 

 相談内容全体を㏻し、自分たちが行っていることが、どこまで一⯡的なのか、これでいいのか㏞

っていた。ヰをするうちに実㊶に活かせる◊ಟとは、ᢏ⾡的なことではなく訪問看護業務そのものを

ồめていることが分かった。訪問看護経験が浅い看護⫋ࡤかりであり、⏕活を看る事や情勢の理ゎ、

ྛ⫋✀の役๭が分からない中で業務を行っていたため、ヰをする中で自分たちが出来ている事、出来

ていない事にẼ࡙いたようであった。看護⫋はチー࣒࣡ーࢡが取れているが、ྠ 一事業所のࣜࣁスタ

ッフともチー࣒として動く必要がある事、今後訪問看護ステーションからのࣜࣁのみの訪問はዲまし

くなくなる事を▱り、自分たちの関わりを考えていく必要があると自ぬしたようであった。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

� 回目訪問までの相談は、メールを㡬く事とした。 
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２）� 回目訪問 

� 回目訪問後、ᮏ来の訪問看護が分かったと、ᨵၿに取り組んでいた。しかし、経営が成り立って

いない事、看護ᖌメ࢖ンの事業所でなく今後の運営へのᠱᛕがある事を理由に、�� 月ึ᪪に法人か

ら年内での㛢㙐の㏻㐩があり、アࢨ࢖ࣂࢻー２回目訪問は中Ṇとなった。 

  

                            

＜㹑訪問看護ステーション＞ 

 

訪問看護ステーションの運営・人ᮦ⫱成について 
 

１）1 回目訪問 
  日時：2017 年 8 月 10：00～12：00 
  参加者：管理者 
（１）相談内容 

・ 近隣኱病院の୺἞་とのタ࣒ࣜ࢖ーな連携について 
・ 事業ᣑ኱のᡓ␎や人ᮦ（後進）⫱成、上ྖとの関ಀ性について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 
訪問看護ステーション管理者の経験が 2 年目の管理者は、事業運営や管理に自信が持てずにᝎんで

いた。経営者ഃと┤ᒓの上ྖ、スタッフ㛫にᣳまれ、中㛫管理⫋としてのᝎみもᢪえていた。ḟᮇ管

理者ೃ⿵のスタッフと他のスタッフとの関ಀ性や管理者としての指導のあり方など、課題に対して、

どのように取り組めࡤいいのかを㌋㌉している状ἣであった。 
（３）相談への対応とその理由 

管理者は病院時代のみなし訪問看護経験者であり、管理者として現ᅾのステーションにධ⫋する。

訪問看護ステーションの運営経験は少ないが、訪問看護への㨩ຊを感じ、⥅⥆していきたいと考えて

いる。管理者として、訪問看護への情⇕を持ち、事業⥅⥆へのど点で事業運営に取り組ࡴ姿勢を称賛

し労った。課題に対し積極的に行動ኚ容が行えるような意ḧをᘬき出すために、管理者のヰをഴ⫈し

称賛しつつ、アࢨ࢖ࣂࢻー自㌟のኻᩋ談もヰしながら、課題への明確化を図った。また、組⧊運営に

おける人ᮦ⫱成について説明を行った。管理者ೃ⿵者と他のスタッフ㛫の関ಀ性や、管理者としての

言動➼にᝎんでいたため、理ゎを深め管理者として実㊶していける対策への方ྥ性のඹ㏻理ゎを促し

た。 
（４）相談者の反応（結果および成果） 

運営➼に自信が持てずにᝎんでいた管理者であったが、面談を進める中で、኱病院の୺἞་に対し

て、ᩜᒃが高いと感じ㌋㌉していた自㌟を分析し、積極的に行ってみるとの発言が聞かれた。また、

問題と感じているスタッフへのኌかけや他のスタッフからの管理者としての評価など、ᠱᛕしていた

が、面談➼で働きかけてみるという姿勢が伺えた。また経営者ഃへの管理者としての発言もしており、

実⦼を♧しながら、஺渉する必要性もఏえた。近隣管理者との஺流はあるものの、ヲ細までは相談で

きずに一人でᢪえ㎸んでいたが、このような事業を活用することで、管理者はྠじようにᝎみをᢪえ

ながらがんࡤっており、自分一人ではないと思えたとヰす。 
（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

訪問⩣日に、「ヰを聞いていただき、⬚の内がすっきりした思いです」とのメールがあった。アࢻ

ッ࢙ー自㌟が事業所内で౑用している面談時の目ᶆシートとコミュニケーション自ᕫ評価チࢨ࢖ࣂ

シートをῧ௜し、㏉信する。参考にして、事業所に༶した内容の検討をఏえ、面談➼に活用できるࢡ

よう促した。 
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２）� 回目訪問 

� 回目訪問後、ᮏ来の訪問看護が分かったと、ᨵၿに取り組んでいた。しかし、経営が成り立って

いない事、看護ᖌメ࢖ンの事業所でなく今後の運営へのᠱᛕがある事を理由に、�� 月ึ᪪に法人か

ら年内での㛢㙐の㏻㐩があり、アࢨ࢖ࣂࢻー２回目訪問は中Ṇとなった。 

  

                            

＜㹑訪問看護ステーション＞ 

 

訪問看護ステーションの運営・人ᮦ⫱成について 
 

１）1 回目訪問 
  日時：2017 年 8 月 10：00～12：00 
  参加者：管理者 
（１）相談内容 

・ 近隣኱病院の୺἞་とのタ࣒ࣜ࢖ーな連携について 
・ 事業ᣑ኱のᡓ␎や人ᮦ（後進）⫱成、上ྖとの関ಀ性について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 
訪問看護ステーション管理者の経験が 2 年目の管理者は、事業運営や管理に自信が持てずにᝎんで

いた。経営者ഃと┤ᒓの上ྖ、スタッフ㛫にᣳまれ、中㛫管理⫋としてのᝎみもᢪえていた。ḟᮇ管

理者ೃ⿵のスタッフと他のスタッフとの関ಀ性や管理者としての指導のあり方など、課題に対して、

どのように取り組めࡤいいのかを㌋㌉している状ἣであった。 
（３）相談への対応とその理由 

管理者は病院時代のみなし訪問看護経験者であり、管理者として現ᅾのステーションにධ⫋する。

訪問看護ステーションの運営経験は少ないが、訪問看護への㨩ຊを感じ、⥅⥆していきたいと考えて

いる。管理者として、訪問看護への情⇕を持ち、事業⥅⥆へのど点で事業運営に取り組ࡴ姿勢を称賛

し労った。課題に対し積極的に行動ኚ容が行えるような意ḧをᘬき出すために、管理者のヰをഴ⫈し

称賛しつつ、アࢨ࢖ࣂࢻー自㌟のኻᩋ談もヰしながら、課題への明確化を図った。また、組⧊運営に

おける人ᮦ⫱成について説明を行った。管理者ೃ⿵者と他のスタッフ㛫の関ಀ性や、管理者としての

言動➼にᝎんでいたため、理ゎを深め管理者として実㊶していける対策への方ྥ性のඹ㏻理ゎを促し

た。 
（４）相談者の反応（結果および成果） 

運営➼に自信が持てずにᝎんでいた管理者であったが、面談を進める中で、኱病院の୺἞་に対し

て、ᩜᒃが高いと感じ㌋㌉していた自㌟を分析し、積極的に行ってみるとの発言が聞かれた。また、

問題と感じているスタッフへのኌかけや他のスタッフからの管理者としての評価など、ᠱᛕしていた

が、面談➼で働きかけてみるという姿勢が伺えた。また経営者ഃへの管理者としての発言もしており、

実⦼を♧しながら、஺渉する必要性もఏえた。近隣管理者との஺流はあるものの、ヲ細までは相談で

きずに一人でᢪえ㎸んでいたが、このような事業を活用することで、管理者はྠじようにᝎみをᢪえ

ながらがんࡤっており、自分一人ではないと思えたとヰす。 
（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

訪問⩣日に、「ヰを聞いていただき、⬚の内がすっきりした思いです」とのメールがあった。アࢻ

ッ࢙ー自㌟が事業所内で౑用している面談時の目ᶆシートとコミュニケーション自ᕫ評価チࢨ࢖ࣂ

シートをῧ௜し、㏉信する。参考にして、事業所に༶した内容の検討をఏえ、面談➼に活用できるࢡ

よう促した。 
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２）2 回目訪問 
  日時：2017 年 12 月 15：00～16：40 
  参加者：管理者 
（１）1 回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

኱病院との連携に関しては、積極的に関わるように実㊶した結果、病院というより、་ᖌ自㌟の姿

勢によりᕪ␗があるとヰす。利用者の増ῶはないものの、᪂つケース相談にྥけて管理者訪問ケース

は一ࣨ月に 20～25 ௳にコントࣟールされている。スタッフの稼働⋡は 75㸣ࡄらいであるが目ᶆは

80㸣とヰす。 
管理者は 2 年でᐃ年を㏄えるため、ḟᮇ管理者も含めその後の体ไ作りも考៖し、経営者ഃへは

管理者ೃ⿵の᥇用ᕼᮃをᡴデしているとのことであった。訪問看護ᖌとしては⥅⥆していきたいが管

理者としてはୡ代஺代を考えてのことである。前回、問題と感じているスタッフは面談➼を㏻して、

自分で立ち上げたいという方ྥ性で㏥⫋していた。管理者は 1 回目訪問時には運営上のᵝࠎなᝎみ

をᢪえ、実㊶できずにᝎんでいたが、2 回目訪問時には管理者としての自信が感じられ、ⴠち╔いた

㞺ᅖẼであった。 
（２）2 回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

管理者は中㛫管理⫋として、経営ഃとスタッフの㛫で運営上ᵝࠎなᝎみをᢪえていた。管理者の業

務として、必要など点や考え方をᑛ㔜しながら、できているところをᢎ認しつつ、コンࢧルテーショ

ンを進めた。経験や意ḧは備えられているが、実㊶していく行動ຊが課題と考え、管理者のモチ࣋ー

ションྥ上にὀどした。このアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻して、「⬚の内がすっきりした」「管理者はྠ

じようなᝎみをᢪえ、がんࡤっているのですࡡ」との発言が聞かれる。近隣管理者にはヲ細まで相談

できずにᢪえ㎸んでいた課題のඹ㏻認識は行えたと考える。ただ、後進⫱成について、実㝿にఏえる

ことは㞴しいとの思いに、看護を言ㄒ化しヰし、指導しながら後進⫱成することも、㔜要な業務の一

つであるという認識をᙉめられるよう、ຓ言をヨみたが、不᏶全であったと反┬する。 
  

                            

＜Ｔ訪問看護ステーション＞ 

 

訪問看護ステーションの利用者増・地域へのアピール活動について 
 

１）1 回目訪問 
  日時：2017 年 8 月 14：00～16：00 
  参加者：取締役兼事業部長 スタッフ 2 名 管理者 
（１）相談内容 

国内でも数少ない小児に特化した訪問看護ステーションである。事業部長は NICU 時代に一度も自

宅に帰れない子どもとその親への思いから、小児専門の訪問看護の必要性を感じ、この事業立ち上げ

た。高い目的意識を持つ事業部長であるが、訪問看護の実務経験が浅く、実地指導も含めた対策や訪

問看護の運営について不安を持っている。 
（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 利用者集客方法について 
② 小児に特化した訪問看護ステーションのため、親とのコミュニケーションについて 
③ 他事業所との連携について 
④ 訪問看護事業における書類整備（実地指導対策）について 

（３）相談への対応とその理由 
・ 開設 1 年半だが、利用者 13 名、常勤換算 4 名での稼動であった。事業目的を明確にあらわし効

果的と考えるチラシやパンフレットの作成はされている。渉外活動も積極的にしている事業部長

であり、以前勤務していた病院とは連携が図れていた。活動内容について自信を深めてもらえる

よう、積極的な取り組みを称賛し、労う。また、保健所など行政を含めた部署へも渉外活動の対

象と説明する。 
・ 訪問看護事業としての概要を説明し、実地指導の流れや目的を双方で再確認しながら、説明する。

実地指導に関しては、地域による特性もあるため、近隣管理者や地域行政からの情報収集の必要

性を説明し、対策に取り組めるよう促した。 
・ 親とのコミュニケーションについては、訪問看護における家族ケアの必要性を説明し、現状で出

来ているところを称賛した。訪問看護業務に自信を深め、今後も積極的な取り組みを促せるよう

働きかけた。 
（４）相談者の反応（結果および成果） 

スタッフは全員が NICU 経験者であるが、訪問看護は未経験あった。スタッフからも「自分たちの

していることが正しいのかという不安が絶えずある」「評価をしてくれる人がいない」との発言が見

受けられたが、面談を進める中で、少しずつ具体策への検討が行えた。利用者増への渉外活動や他事

業所への連携も取り組んでみるとの発言が聞かれるようになる。事業部長は細かい内容もメモをとり、

積極的な姿勢が伺えた。 
   
２）2 回目訪問 
  日時：2017 年 12 月 13：30～15：30 
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２）2 回目訪問 
  日時：2017 年 12 月 15：00～16：40 
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㞺ᅖẼであった。 
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ションྥ上にὀどした。このアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻して、「⬚の内がすっきりした」「管理者はྠ
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  参加者：取締役兼事業部長 
（１）1 回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

一回目の訪問から、他ᶵ関との連携を深める࡭く、児❺相談所との連携もᙉ化されていた。児❺相

談所からの相談事౛も増え、利用者は 13 名から 27 名とಸ増していた。ただ、訪問するケースがᚰ

㌟㔜⑕児から、㣴⫱に問題をᢪえるẕ親宅への訪問増加に೫っている部分もあるとヰす。また、その

ような事౛に関して、連携する病院看護ᖌとの意識のࣕࢠッࣉが኱きいとᝎみを相談される。 
さらに、ㄪ整する他ᶵ関の増加に時㛫を要し、ⱞ៖している。 
地域での▱名度アッࣉに関しては、地域情報ㄅの取ᮦにも応じており、地域から一ᐃの評価をᚓら

れている。⫋員も 1 名増員できており、さらに᫓から 1 名ධ⫋ணᐃである。 
事業部長は、一回目訪問にẚ࡭ると、⾲情もⴠち╔き、活き活きと㍤いて見えることをఏえる。 
病院看護ᖌとの連携にⱞ៖しているとのᝎみに、地域の病院へ積極的に働きかけ、病院看護ᖌが訪

問看護ステーションの実㝿を経験してもらえるሙ所のᥦ౪をᥦ᱌すると、やってみたいとの発言も聞

かれた。 
⫋員からの「評価をしてくれる人がいない」という意見があることに対し、4 ࣨ月で利用者がಸ増

していることや、相談ケースの増加が地域での評価であることを説明する。また、日ᮏ訪問看護㈈ᅋ

の「訪問看護ࢧーࣅス㉁評価のためのࢻ࢖࢞ラ࢖ン」を⤂௓し、まずは自分たちで看護内容の評価を

実᪋するよう促す。 
スタッフの人ᮦ⫱成に関しては、᪋設内ケアとᅾ宅ケアの㐪いを認識できるような働きかけが必要

であり、コミュニケーションス࢟ルྥ上の㔜要性について説明する。᪂ධ⫋時のྠ行訪問グ㘓へのグ

㍕を㏻して、ྛスタッフの自ᕫ評価が促せるよう、ᙜ事業所౑用のグ㘓用⣬をᥦ♧する。 
（２）2 回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

᭱ึの訪問では、訪問看護業務運営に関しての不安が課題とᤊえ、コンࢧルテ࢕中ᚰの管理に関す

るコンࢧルテーションを行った。実㊶している訪問看護への自信を深めつつ、೫った事業所内だけの

評価にならないようなᕤኵ、また、訪問看護事業への▱識や情報収集の必要性への理ゎを促すよう、

ຓ言を行った。2 回目の訪問では、すでに事業ᒎ開などを考え、積極的に訪問看護に取り組ࡴ姿勢を

評価した。地域病院への働きかけを㏻して、地域での訪問看護事業の果たす役๭認識にも理ゎが深め

られたと考える。 
ョンや事業目的意識を明確に意識している事業部長であった。訪問看護の経験が浅いために事ࢪࣅ

業運営や業務内容、人ᮦ⫱成に不安をᢪえていたが、アࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻して、考え方や実㊶

内容で出来ているところは、ඹ㏻理ゎが図れたと思われる。しかし、全体を㏻して、実㊶への具体策

は明確に数್化や目ᶆをたて、ඹ㏻認識を図る࡭きであったことを反┬する。 
 

３㸬事後఍㆟ 

����：開ദ日時ࠐ 年 � 月 �� 日（ᮌ）��：��～��：�� 

఍ࠐ ሙ：フࢡラシアඵ㔜Ὢ（ᮾி） ఍㆟ᐊ 

出ࠐ ᖍ 者：アࢨ࢖ࣂࢻー（�� 名） 

✄ⴥ・Ụᡞ・小ᕝ・㔠子・㉺部・㰻⸨・ᰘ⏣・ୗ地・ᮡᮏ・⋢஭・ᐩᒸ 

୕㍯ �ᩗ称␎� 

一⯡♫ᅋ法人 日ᮏ訪問看護認ᐃ看護ᖌ༠㆟఍（�名） 

኱཭・㧘ᶫ・ᯇ஭（ᩗ称␎） 

事務ᒁスタッフ（� 名） 

బ⸨・ᮧ⏣ 

 
 

内ࠐ 容：  

・���� 年度アࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業について 

ྛアࢨ࢖ࣂࢻーからの活動報࿌・情報஺換➼ 

・◊ಟ「訪問看護ステーションのコンࢧルテーション」 

ㅮᖌ：࢜フ࢕スⴗཎ 代⾲理事 ⴗཎ正子ඛ⏕ 

・今後の課題 

アࢨ࢖ࣂࢻーを対象としたアンケートを実᪋し、ḟ年度へつなげる             

・その他  

 

   

������ ������

�����ὴ㐵事業事業報告᭩����Bᮏᩥ�LQGG࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ ���������������������



                            

  参加者：取締役兼事業部長 
（１）1 回目訪問後の事౛の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

一回目の訪問から、他ᶵ関との連携を深める࡭く、児❺相談所との連携もᙉ化されていた。児❺相

談所からの相談事౛も増え、利用者は 13 名から 27 名とಸ増していた。ただ、訪問するケースがᚰ

㌟㔜⑕児から、㣴⫱に問題をᢪえるẕ親宅への訪問増加に೫っている部分もあるとヰす。また、その

ような事౛に関して、連携する病院看護ᖌとの意識のࣕࢠッࣉが኱きいとᝎみを相談される。 
さらに、ㄪ整する他ᶵ関の増加に時㛫を要し、ⱞ៖している。 
地域での▱名度アッࣉに関しては、地域情報ㄅの取ᮦにも応じており、地域から一ᐃの評価をᚓら

れている。⫋員も 1 名増員できており、さらに᫓から 1 名ධ⫋ணᐃである。 
事業部長は、一回目訪問にẚ࡭ると、⾲情もⴠち╔き、活き活きと㍤いて見えることをఏえる。 
病院看護ᖌとの連携にⱞ៖しているとのᝎみに、地域の病院へ積極的に働きかけ、病院看護ᖌが訪

問看護ステーションの実㝿を経験してもらえるሙ所のᥦ౪をᥦ᱌すると、やってみたいとの発言も聞

かれた。 
⫋員からの「評価をしてくれる人がいない」という意見があることに対し、4 ࣨ月で利用者がಸ増

していることや、相談ケースの増加が地域での評価であることを説明する。また、日ᮏ訪問看護㈈ᅋ

の「訪問看護ࢧーࣅス㉁評価のためのࢻ࢖࢞ラ࢖ン」を⤂௓し、まずは自分たちで看護内容の評価を

実᪋するよう促す。 
スタッフの人ᮦ⫱成に関しては、᪋設内ケアとᅾ宅ケアの㐪いを認識できるような働きかけが必要

であり、コミュニケーションス࢟ルྥ上の㔜要性について説明する。᪂ධ⫋時のྠ行訪問グ㘓へのグ

㍕を㏻して、ྛスタッフの自ᕫ評価が促せるよう、ᙜ事業所౑用のグ㘓用⣬をᥦ♧する。 
（２）2 回のアࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

᭱ึの訪問では、訪問看護業務運営に関しての不安が課題とᤊえ、コンࢧルテ࢕中ᚰの管理に関す

るコンࢧルテーションを行った。実㊶している訪問看護への自信を深めつつ、೫った事業所内だけの

評価にならないようなᕤኵ、また、訪問看護事業への▱識や情報収集の必要性への理ゎを促すよう、

ຓ言を行った。2 回目の訪問では、すでに事業ᒎ開などを考え、積極的に訪問看護に取り組ࡴ姿勢を

評価した。地域病院への働きかけを㏻して、地域での訪問看護事業の果たす役๭認識にも理ゎが深め

られたと考える。 
ョンや事業目的意識を明確に意識している事業部長であった。訪問看護の経験が浅いために事ࢪࣅ

業運営や業務内容、人ᮦ⫱成に不安をᢪえていたが、アࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業を㏻して、考え方や実㊶

内容で出来ているところは、ඹ㏻理ゎが図れたと思われる。しかし、全体を㏻して、実㊶への具体策
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３㸬事後఍㆟ 

����：開ദ日時ࠐ 年 � 月 �� 日（ᮌ）��：��～��：�� 

఍ࠐ ሙ：フࢡラシアඵ㔜Ὢ（ᮾி） ఍㆟ᐊ 

出ࠐ ᖍ 者：アࢨ࢖ࣂࢻー（�� 名） 

✄ⴥ・Ụᡞ・小ᕝ・㔠子・㉺部・㰻⸨・ᰘ⏣・ୗ地・ᮡᮏ・⋢஭・ᐩᒸ 

୕㍯ �ᩗ称␎� 

一⯡♫ᅋ法人 日ᮏ訪問看護認ᐃ看護ᖌ༠㆟఍（�名） 

኱཭・㧘ᶫ・ᯇ஭（ᩗ称␎） 

事務ᒁスタッフ（� 名） 

బ⸨・ᮧ⏣ 

 
 

内ࠐ 容：  

・���� 年度アࢨ࢖ࣂࢻーὴ㐵事業について 

ྛアࢨ࢖ࣂࢻーからの活動報࿌・情報஺換➼ 

・◊ಟ「訪問看護ステーションのコンࢧルテーション」 

ㅮᖌ：࢜フ࢕スⴗཎ 代⾲理事 ⴗཎ正子ඛ⏕ 

・今後の課題 

アࢨ࢖ࣂࢻーを対象としたアンケートを実᪋し、ḟ年度へつなげる             

・その他  

 

   

������ ������

�����ὴ㐵事業事業報告᭩����Bᮏᩥ�LQGG࣮ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ ���������������������


